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愛媛県がん相談支援推進協議会設置要綱  

 

（設置）  

第１条 本県のがん対策における相談支援の充実を推進するため、「愛媛県がん相談支
援推進協議会」（以下「協議会」という。）を設置する。  

 

（所掌事項）  

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について専門的な検討協議を行い、その結
果を愛媛県がん対策推進委員会に報告する。  

（１）愛媛県がん対策推進計画に掲げる施策のうち、相談支援の推進に関すること。  

（２）その他本県のがん対策における相談支援の推進に関して必要と認められること。 

 

（組織）  

第３条 協議会は、委員１０名以内で組織する。  

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱し、又は任命する。 

（１）愛媛県がん対策推進委員会委員  

（２）がん患者及びその家族又は遺族の代表者  

（３）保健医療従事者  

（４）学識経験者 

（５）その他知事が必要と認める者  

 

（委員の任期）  

第４条 協議会の委員の任期は、２年とする。  

２ 任期途中で退任した委員の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。  

３ 委員は、再任を妨げない。  

 

（会長及び副会長）  

第５条 協議会に、会長及び副会長を各１人置く。  

２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。  

４ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。  

 

（会議）  

第６条 協議会の会議は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。  

２ 会長は、必要があるときは会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴く
ことができる。  

 

（庶務）  

第７条 協議会の庶務は、愛媛県保健福祉部健康衛生局健康増進課において処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別
に定める。 

 

 

附則 

この要綱は、平成 23 年 12 月 16 日から施行する。  

附則 

この要綱は、平成 28 年４月１日から施行する。  
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○ 愛媛県がん相談支援推進協議会の開催状況について  

   

平成 22年度第１回愛媛県がん対策推進委員会（H22.8.31）  

・相談支援・情報提供体制の検討のためのワーキンググループ設置の提案 

   

平成 22年度第２回愛媛県がん対策推進委員会（H22.11.19）  

・相談支援・情報提供機能の充実のための専門部会設置の検討 

・「愛媛県がん患者満足度調査」結果の報告と検証 

   

平成 22年度第３回愛媛県がん対策推進委員会（H23.3.25）  

・「町なかサロン」開設について提案 

・患者・家族相談支援センターの整備について提案 

・小児がんに関する検討の提案 

・相談支援・情報提供部会（仮称）設置の提案 

   

平成 23年度愛媛県がん対策推進委員会（H23.11月：書面開催）  

・愛媛県がん相談支援推進協議会の設置に係る書面協議 

   

平成 23年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第１回：H24.2.6）  

・拠点病院におけるがんサロン、町なかサロンについて 

・ピアサポート体制について 

・小児がんへの相談支援について 

・協議会の活動方針について 

   

平成 25年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第２回：H25.12.19）  

・「町なかサロン」の事業実績及び利用状況等について 

・ピアサポート体制について 

・患者・家族総合支援センターの事業実績及び利用状況等について  

・患者や家族向け冊子等の支援ツール（地域の療養情報）の作成・活用等について 

・小児がんについて 

・就労支援の取組みについて 

   

平成 26年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第３回：H26.11.21）  

・「町なかサロン」の事業実績について 

・「がんの子どもを守る会」の活動について  

・患者・家族総合支援センターの周知について 

・がん教育について 

・県ホームページの整理について 

・協議会開催回数について 
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平成 27年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第４回：H27.12.17）  

・「町なかサロン」及び各拠点病院のサロンにおける取り組みについて 

・「がんの子どもを守る会」の疾患啓発イベントについて 

・小児がん患者への相談支援について 

・愛媛県がん対策推進計画の中間評価について 

・愛媛の療養情報冊子について 

・患者・家族総合支援センターの運営について 

   

平成 28年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第５回：H29.2.9）  

・愛媛県がん相談支援・情報提供事業等の実施状況について 

 （町なかサロン、患者・家族総合支援センター、小児がん対策等） 

・来年度以降事業の内容検討について 

・現行愛媛県がん対策推進計画の評価について 

・次期愛媛県がん対策推進計画について 

   

平成 29年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第６回：H29.9.5）  

・平成 28年度事業の実施状況等について 

・平成 29年度事業の実施計画等について 

・がん対策推進基本計画案（案）について 

・愛媛県がん対策推進計画（素案）について 

   

平成 29年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第７回：H30.1.15）  

・相談支援に関する取組み状況等について 

・愛媛県がん対策推進計画について 

 

平成 30年度愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第８回：H31.1.31）  

・相談支援に関する取組み状況等について 

・来年度以降事業の内容検討について 

 

 令和元年度第１回愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第９回：R1.7.10） 

  ・若年がん患者支援制度について 

 

令和元年度第２回愛媛県がん相談支援推進協議会開催（第 10回：R2.2.4） 

  ・相談支援に関する取組み状況等について 

・来年度以降実施事業の内容検討について 

 

 

 

 



Ⅰ.分野別目標

県単独事業・国庫補助事業 金額(千円) 地域医療介護総合確保基金 金額(千円)

1. がんの予防

○生活習慣病予防総合支援事業費

　◆健康増進事業費補助金（市町で実施する健康診査等への補助） (57,375)
　◆生活習慣病予防推進指導事業（生活習慣病予防協議会の運営等） 1,426
〇県民健康づくり運動推進事業費 (3,415)

２.がんの早期発見

○がん対策強化推進費

　◆科学的根拠に基づくがん情報普及啓発事業 1,322
○生活習慣病予防総合支援事業費

　◆生活習慣病予防推進指導事業（がん検診の精度管理等：再掲） (1,426)

１．医療機関の機能強化

○がん対策強化推進費

　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） 60,000
　　　・がん診療連携連携拠点病院ネットワーク事業

２．医療連携体制の整備

○がん対策強化推進費

　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） （60,000）
　　　・がん診療連携連携拠点病院ネットワーク事業

３．医療従事者の育成

○がん対策強化推進費

　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） （60,000）
　　　・がん医療従事者研修事業

４.希少がん・難治性がん対策

○がん対策強化推進費

　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） （60,000）
　　　・がん診療連携連携拠点病院ネットワーク事業

５.がん登録の精度向上

○がん対策強化推進費

　◆がん登録推進事業（がん情報収集等） 13,199

○がん対策強化推進費 ○在宅がん医療推進事業費

　◆がん相談・情報提供支援事業（院内がん患者サロンへの支援等） 2,052 　◆患者サロン事業 4,602
　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金） （60,000） 　　・町なかサロン運営補助

　　　・がん相談支援、情報提供事業

２.緩和ケア

○がん対策強化推進費 ○在宅がん医療推進事業費

　◆緩和ケア普及推進事業（緩和ケアセンターの設置等） 3,505 　◆在宅緩和ケア体制構築事業 12,272
　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） （60,000） 　　・在宅緩和ケアコーディネータ養成事業等

　　　・がん医療従事者研修事業

３．在宅医療の推進

○がん対策強化推進費 ○在宅がん医療推進事業費

　◆がん医療の地域連携強化事業（コーディネーターの配置等） 14,192 　◆在宅緩和ケア体制構築事業 10,046

４.がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援）

○がん対策強化推進費

　◆がん相談・情報提供支援事業（就労支援に関する委託事業：再掲） (2,052)
　◆がん医療体制整備事業（拠点病院への補助金：再掲） （60,000）
　　　・がん患者の就労に関する総合支援事業

５.ライフステージに応じたがん対策（小児、ＡＹＡ世代、高齢者）

○がん対策強化推進費

　◆若年がん患者在宅療養支援事業 600

〇小児慢性特定疾病対策費 (304,633)

〇小児慢性特定疾病児童等自立支援事業 (7,993)

６.がんの教育・普及啓発

○がん対策強化推進費【教育委員会保健体育課】

　◆がんに関する教育総合支援事業費（がん教育研修会の開催等） 1,106

※がん医療体制整備事業：補助金総額　60,000千円

Ⅱ.計画を推進するために必要な事項
金　額 備考 金　額

1,681

合　　　　　計 (　　)は除く　① 99,083 基金事業計　(　　)は除く　② 26,920

126,003

令和２年度　愛媛県がん対策推進計画への予算対応状況一覧

分　　　野
令和２年度（令和元年度）当初予算の項目（○：事項名 ◆：細事項名）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん検診の充実

　がん予防に関する正しい知識
の普及や喫煙率の低減、栄養・
食生活や運動等の生活習慣の
改善を図るなど健康づくりに関す
る支援を行う。

　がん検診及び精密検査の受診
率の向上に向けて、効果的な普
及啓発や事後指導の徹底、検診
の実施方法の工夫など、受診促
進策を講じる。

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん医療の提供

　地域にかかわらず等しく質の高
いがん医療を受けられるよう、が
ん診療連携拠点病院等の機能
を更に充実させるとともに、放射
線療法、化学療法、手術療法の
更なる充実とチーム医療の推進
を図る。

　切れ目のないがん医療を提供
するため、地域連携クリティカル
パスの普及や、がん診療連携拠
点病院の機能強化等を通じて、
医療連携体制の整備を推進す
る。

　がん医療の向上を図るため、が
ん医療に携わる専門的な医療従
事者の育成を推進する。

希少がん・難治性がんの患者を
適切な医療機関へ繋げるための
環境整備や情報提供を行う。

　科学的根拠のあるがん対策を
推進するため、基礎データとなる
がん登録の精度向上を図る。

Ⅲ　がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会の実現
１.がんに関する相談支援及び情報提供

　がん患者とその家族の悩みや
不安を汲み上げ、患者とその家
族にとってより活用しやすい情報
提供及び相談支援体制を実現
する。

　県は、がん対策推進計画を実効あるものとして総合的に推進するため、がん患者及びその家族、が
ん医療従事者、学識経験者等で構成する協議の場を設け、毎年、計画の進捗状況の把握に努めると
ともに、計画の具体的な推進方法等の協議を行う。（がん対策推進委員会等の設置及び運営）

令和２年度当初予算合計（①+②）

　小児がん患者とその家族が安
心して適切な医療や支援を受け
られるような環境の整備を図る。

　がんと診断された時から身体
的・精神心理的・社会的苦痛な
どに対して適切に緩和ケアを受
け、苦痛が緩和されるよう、がん
診療に携わる医療従事者の知識
と技術の修得や、専門的な緩和
ケアの提供体制の整備などを図
る。

　がん患者が住み慣れた家庭や
地域での療養や生活を選択でき
るよう、在宅医療関係機関の拡
充と、在宅療養に必要な関係機
関の連携体制の整備を図る。

　職場における理解の促進、相
談支援体制の充実を通じて、が
んになっても安心して働き暮らせ
る社会を構築する。

　健康教育の中でがん教育を推
進するとともに、県民が正しい知
識、いのちの大切さについて学
び、病気と向き合ううえで必要な
情報を得られる機会を提供する。
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令和元年度愛媛県がん相談・情報提供支援事業実施状況 

（NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会へ委託） 

 

【事業実績】 

１ 患者会と拠点病院等との連携推進 

がん診療連携拠点病院にて実施されるがん患者サロンの運営に、がん

相談に対応できる専門的な知識・ノウハウを持ったピア・サポーターが

参画し、がん患者等に対する相談支援業務を行った。 

 【拠点病院との連携】 

  ・四国がんセンター10回、愛媛大学医学部附属病院 11回、 

松山赤十字病院９回、県立中央病院 11回、 

市立宇和島病院 10回 

  ・済生会松山病院 ５回 

 

２ ピア・サポーターの人材育成 

  がん患者サロンの運営協力を行うことを目的として、実践的な相談 

 支援の技能を修得することを目指し、事例検討やロールプレイを実施。 

 【実施回数】４回（基礎編 １回、事例検討会 ３回） 

  ・初心者養成研修 ８人受講 全員修了 

  ・事例検討会 延べ 38人参加 

    

３ 就労支援相談事業 

  がん患者とその家族、経験者を対象に、治療と仕事の両立に関する 

 悩みを聞き、就労支援経験豊富なキャリアコンサルタント（おれんじ 

 の会会員）が専門的な助言などを行った。 

  中予 松山赤十字病院 12回 

  南予 市立宇和島病院 12回 

 

資料４ 



NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会

件数 件数 件数

本人 家族 その他 本人 家族 その他 本人 家族 その他 総件数 総人数 回数 人数

2019年 ４月 5 5 10 3 2 4 9 7 3 19 33 34 6 19

５月 12 7 16 1 1 1 6 4 1 11 28 32 7 26

６月 7 5 1 12 2 3 4 2 3 2 7 23 25 7 26

７月 16 3 18 1 1 2 9 3 12 32 33 8 35

８月 6 6 4 2 5 8 6 14 25 26 7 21

９月 12 3 12 4 1 4 5 1 1 7 23 27 7 23

１０月 16 3 17 2 2 14 3 2 18 37 40 7 30

１１月 10 3 13 1 1 2 10 1 3 14 29 29 7 27

１２月 6 4 1 9 4 2 5 5 4 9 23 26 7 19

2020年 １月 6 4 10 2 1 2 8 1 4 13 25 26 7 23

２月 13 3 3 19 0 2 0 2 2 4 2 9 30 30 13 46

３月 5 2 1 8 0 0 0 0 4 0 0 4 12 12 1

合計 114 42 6 150 24 16 0 33 82 37 18 137 320 340 84 295

町なかサロン利用実績2019(31年)4月～2020年(2年)3月

年 月
特別サロン医療相談 電話相談サロン利用 総数



町なかサロン特別サロン実績 2019(31年)4月～2020(2年)3月 

 

 日時 サロン名 講師名 参加人数 小計 

1 4月 11日 歌声カフェ 小野みち子(協力費済) 8  

2 13日 がん患者さんを支えている妻夫のためのサロン  0  

3 14日 若年患者さんのためのサロン  2  

4 16日 大切な人を見送った方のためのサロン  3  

5 21日 就活相談セミナー 宮内美奈子 1  

6 23日 乳がん患者さんのためのサロン  5 19 

7 5月 6日 若年患者さんのためのサロン  3  

8 9日 がん患者さんを支えている妻夫のためのサロン  1  

9 18日 大切な人を見送った方のためのサロン  4  

10 19日 就活相談セミナー 宮内美奈子 1  

11 25日 乳がん患者さんのためのサロン  9  

12 26日 町なか句会 秋川雅与(交通費済) 6  

13 27日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  2 26 

14 6月 8日 大切な人を支えている方のためのサロン  2  

15 9日 若年患者さんのためのサロン  3  

16 13日 歌声カフェ 小野みち子(協力費済 9  

17 18日 大切な人を見送った方のためのサロン  3  

18 23日 就活相談セミナー 宮内美奈子 3  

19 24日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  2  

 27日 乳がん患者さんのためのサロン  4 26 

 7月 1日 遺伝子パネル検査について学ぼう 薬師神芳洋 11  

 11日 大切な人を支えている方のためのサロン  0  

 15日 若年患者さんのためのサロン  4  

 20日 大切な人を見送った方のためのサロン  2  

 21日 町なか句会 秋川雅与(交通費済) 6  

 22日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  3  

 27日 乳がん患者さんのためのサロン  8  

 28日 就活相談セミナー 宮内美奈子 1 35 

 8月 8日 歌声カフェ 小野みち子 4  

 10日 大切な人を支えている方のためのサロン  0  

 11日 若年患者さんのためのサロン  2  

 20日 大切な人を見送った方のためのサロン  2  

 25日 就活相談セミナー 宮内美奈子 2  

 26日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  2  

 29日 乳がん患者さんのためのサロン  9 21 

 9月 8日 若年患者さんのためのサロン  2  

 12日 大切な人を支えている方のためのサロン  1  



 15日 就活相談セミナー 宮内美奈子 2  

 21日 大切な人を見送った方のためのサロン  ４  

 28日 乳がん患者さんのためのサロン  6  

 29日 町なか句会 秋川雅与(交通費済) 5  

 30日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  3 23 

 10月10日 歌声カフェ  8  

 12日 大切な人を支えている方のためのサロン  1  

 14日 若年患者さんのためのサロン  5  

 15日 大切な人を見送った方のためのサロン  5  

 20日 就活相談セミナー 宮内美奈子 0  

 28日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  4  

 31日 乳がん患者さんのためのサロン  7 30 

 11月 10日 若年患者さんのためのサロン  5  

 14日 大切な人を支えている方のためのサロン  0  

 16日 大切な人を見送った方のためのサロン  2  

 17日 就活相談セミナー 宮内美奈子 0  

 24日 町なか句会 秋川雅与(交通費済) 4  

 25日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  3  

 30日 乳がん患者さんのためのサロン  13 27 

 12月 8日 若年患者さんのためのサロン  3  

 12日 歌声カフェ  8  

 14日 大切な人を支えている方のためのサロン  1  

 15日 就活相談セミナー  0  

 17日 大切な人を見送った方のためのサロン  2  

 23日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  3  

 26日 乳がん患者さんのためのサロン  2 19 

 1月 9日 大切な人を支えている方のためのサロン  1  

 13日 若年患者さんのためのサロン  3  

 18日 大切な人を見送った方のためのサロン  6  

 19日 就活相談セミナー  2  

 25日 乳がん患者さんのためのサロン  5  

 26日 町なか句会  4  

 27日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  2 23 

 2月 2日 ママのバレッタ原画展  4  

 8日 大切な人を支えている方のためのサロン  0  

 11日 若年患者さんのためのサロン  4  

 13日 歌声カフェ  5  

 16日 就活相談セミナー  3  

 17日 べテル病院研修医とのサロン(坪田先生)  １  

 18日 大切な人を見送った方のためのサロン  3  

 25日 若年患者の支援を考える勉強会  8  



 27日 乳がん患者さんのためのサロン  1  

  EAYAN  4 33 

 総合計    282 

 





令和２年度愛媛県がん相談・情報提供支援事業実施状況 

（NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会へ委託） 

 

【事業計画】 

１ 患者会と拠点病院等との連携推進 

  がん診療連携拠点病院での患者・家族の語らいの場であるサロンが、

新型コロナウイルスの影響を受けて開催が難しい状況で、それを補完

するためにオンラインでの交流の機会を提供する。病院でのサロンで

活動実績のあるピア・サポーターが対応し、環境が整えば拠点病院と

もオンラインで結びミニセミナーなども開催する。 

 【実施回数】11月～３月 月１回程度 

 

２ ピア・サポーターの人材育成 

  がん患者サロンの運営協力を行うことを目的として、実践的な相談 

 支援の技能を修得することを目指し、事例検討やロールプレイを実施

する。フォローアップ研修では、外部講師を招き質の向上を目指す。 

 【実施回数】５回（初心者養成１回、実務者フォローアップ４回） 

   

３ 就労支援相談事業 

  がん患者とその家族、経験者を対象に、治療と仕事の両立に関する 

 悩みを聞き、就労支援経験豊富なキャリアコンサルタント（おれんじ 

 の会会員）が専門的な助言などを行う。感染防止対策のため現地開催

が難しい場合は電話で対応。 

  中予 松山赤十字病院 

  南予 市立宇和島病院 
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第３期愛媛県がん対策推進計画　中間評価スケジュール（案）
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第３期愛媛県がん対策推進計画中間評価の全体像（案）

【全体目標のアウトカム】

➤第３期計画に掲げられた３つの全体
目標に対する進捗状況について、全体
目標毎にアウトカム指標を設定し、評
価を行う。

（３つの全体目標）
Ⅰ 科学的根拠に基づくがんの予防・
がん検診の充実

Ⅱ 患者本位の安全・安心で質の高い
がん医療の提供

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、
安心して暮らせる地域社会の実現

【分野別のアウトカム】

➤全体目標を達成するために掲げられた
各分野の目標に対する進捗状況について、
分野毎にアウトカム指標を設定し、評価
を行う。
（各目標の分野）
○目標Ⅰ ２分野
(1)たばこ対策・生活習慣の改善
(2)がん検診の受診率向上
○目標Ⅱ ５分野
(1)医療機関の機能強化
(2)医療連携体制の充実
(3)医療従事者の育成
(4)希少がん・難治性がん対策
(5)がん登録の精度向上
○目標Ⅲ ６分野
(1)がんに関する相談支援及び情報提供
(2)緩和ケア
(3)在宅医療の推進
(4)がん患者等の就労を含めた社会的な問題
(5)ライフステージに応じたがん対策（小児、
ＡＹＡ世代、高齢者）
(6)がんの教育・普及啓発

【最終アウトカム】

➤県がん対策推進委員会として、第
３期計画前半の取組みの進捗状況や
計画後半に向けた提言など、中間評
価としての総括を行う。

【各対策のアウトプット】

➤分野別目標を達成するために掲げ
られた各対策が適切に実施されてい
るか、対策毎に指標を設定し、取組
みの進捗状況を確認する。

（分野別目標の対策数）
目標Ⅰ ２分野 26対策
目標Ⅱ ５分野 51対策
目標Ⅲ ６分野 90対策

全体目標の進捗状況分野別の進捗状況分野別の個別対策の進捗状況 中間評価の総括

各指標の値に基づき、
進捗状況の概要を記載

中間評価として、がん対策
推進委員会の意見や提言を
記載

各対策の進捗状況を測る指標は、拠点・推
進病院現況報告書や各種統計資料に加え、
がん対策推進委員会、在宅緩和ケア推進協
議会、がん相談支援推進協議会、がん診療
連携協議会各専門部会等の意見を踏まえて
設定。

進捗状況を測る指標は、国の中間
評価指標を参考として、「患者体
験調査」の結果を基本とする。

＜総括の内容＞
・計画全般の進捗状況への意見
・アウトカム達成状況の検証、意見
・計画後半の取組みへの提言
・第４期計画に向けた提言
・新型コロナを踏まえた新たな取組
みへの提言 など

＜評価の内容＞
３つの全体目標毎に、
・アウトカム指標の分析
・計画前半までの取組みへの意見
・今後さらに推進が必要と考えられる
事項への提言 など

≪

評
価
の
階
層≫

≪

中
間
評
価
報
告
書
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構
成≫
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愛媛県がん対策推進計画中間評価 指標案 

全体目標の進捗状況 

Ⅰ 科学的根拠に基づくがんの予防・がん検診の充実 

 

目標の概要 がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

がんの年齢調整罹患率  登-01 

がんの年齢調整死亡率  が-01 

 

 

Ⅱ 患者本位の安全・安心で質の高いがん医療の提供 

 

目標の概要 

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる。 

・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる。 

・患者本位の質の高いがん医療を提供する。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

各拠点病院における５年相対生存率  が-01 

がんの年齢調整死亡率  登-01 

医療が進歩していることを実感している患者の割合  患 

これまでの治療に納得している患者の割合  患 

がんの診断・治療全体の総合的評価  患 

医療従事者が耳を傾けてくれたと感じた患者の割合  患 

 

 

資料８ 
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Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会の実現 

 

目標の概要 
・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる。 

・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会を実現する。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

現在自分らしい日常生活を送れていると感じる患者

の割合 
 患 

がん診断～治療開始前に病気や療養生活について相

談できたと感じるがん患者の割合 
 患 

家族の悩みや負担を相談できる支援が十分であると

感じているがん患者・家族の割合 
 患 
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分野別の進捗状況 

Ⅰ 科学的根拠に基づくがんの予防・がん検診の充実 

(1) がんの予防（１次予防） 

目標の概要 

・成人の喫煙率の低下 

・受動喫煙を受ける者の割合の低下 

・バランスの取れた食事をしている人の割合の上昇 

・運動習慣の定着 1日の歩行数の増加 

・1日当たりの純アルコール摂取量が男 40ｇ、女 20ｇ以上の者の割合の低下 

・肝及び管内胆管がんによる粗死亡率の低下 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

成人の喫煙率  県-01 

受動喫煙を受ける者の割合  県-01 

バランスの取れた食事をしている人の割合  県-01 

運動習慣の定着 1日の歩行数の増加  県-01 

1 日当たりの純アルコール摂取量が男 40ｇ、女 20ｇ

以上の者の割合 
 県-01 

肝及び肝内胆管がんによる粗死亡率  が-01 

 

(2) がんの早期発見 

目標の概要 

・国の指針で定める全てのがん検診で 50％以上 

・国の指針で定める全てのがん検診で 100％ 

・指針に基づかないがん検診について適切に対応 

・がん対策推進員の増加及び活動支援 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

がん検診受診率  国-01 

精密検査受診率  生-01 
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指針に基づくがん検診を実施している市町の割合  生-01 

「事業評価のためのチェックリスト」を実施している

市町の割合 
 生-02 

がん対策推進員の養成者数  県-03 

 

 
Ⅱ 患者本位の安全・安心で質の高いがん医療の提供 

(1) 医療機関の機能強化 

目標の概要 
・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる。 

・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

治療経過のどこかで拠点病院・推進病院にかかる割

合 
 連-03 

がん治療前に、セカンドオピニオンに関する話を受

けたがん患者の割合 
 患 

医療者間で情報共有されていた患者の割合  患 

主治医以外に相談しやすいスタッフがいた患者の割

合 
 患 

  

(2) 医療連携体制の充実 

目標の概要 

・切れ目のないがん医療を提供する。 

・特に専門的な対応を必要とする患者等について、個々の病態に応じ、適切

な治療等が提供できる医療機関へつなぐ。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

紹介先の医療機関を支障なく受診できた患者の割合  患 

希望する転院先に転院できた患者の割合  患 
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(3) 医療従事者の育成  

目標の概要 ・がん医療の更なる均てん化及び質の向上を図る。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

がんに対して専門的な医療を受けられた患者の割合  患 

がん治療を進める上で、医療スタッフと十分な対話が

できた患者の割合 
 患 

  

(4) 希少がん・難治性がん対策   

目標の概要 
・個々のがん患者の病態に応じて、速やかに適切な治療ができる医療機関へ

つなげられる。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

希少がん患者の初診から診断までの時間、診断から治

療開始までの時間 
 患 

希少がんについて、専門的な医療を受けられたと感じ

ているがん患者の割合 
 患 

  

(5) がん登録の精度向上 

目標の概要 

・科学的根拠に基づくがん対策を推進する。 

・行政において、それぞれの地域に求められる効果的ながん対策が立案で

きる。 

・がんに関する研究等において、がん登録から得られた資料の利活用が進

む。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

・がん登録精度指標（DCN値、DCO値）  登-01 

・がん登録情報の提供数  県-03 
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Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会の実現 

 (1) がんに関する相談支援及び情報提供   

目標の概要 

・がん患者やその家族が抱える悩みや不安に対し、必要な時に適切な相談

支援が受けられる。 

・がん患者やその家族が、速やかに、科学的根拠に基づく正確かつ必要な

情報に到達できる。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

治療前に医療者から十分な情報を得られた患者の割

合 
 患 

がん相談支援センターを知っている患者・家族の割合  患 

相談できる支援があると感じた患者・家族の割合  患 

ピアサポーターについて知っているがん患者の割合  患 

 

(2) 緩和ケア 

目標の概要 

・がんと診断された時から「全人的な苦痛」に対して、適切に緩和ケアを

受けることにより、苦痛が緩和され、患者とその家族等の QOLが向上す

る。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

身体的な苦痛を抱えるがん患者の割合  患 

精神心理的な苦痛を抱えるがん患者の割合  患 

身体的・精神心理的な苦痛により日常生活に支障を来

しているがん患者の割合 
 患 

つらい症状にはすみやかに対応してくれたと回答し

た患者・家族の割合 
 患 

身体の苦痛や気持ちのつらさを和らげる支援は十分

であると思う患者の割合 
 患 

身体的なつらさがあるときに、すぐに医療スタッフに

相談できると思う患者の割合 
 患 

心のつらさがあるときに、すぐに医療スタッフに相談

できると思う患者の割合 
 患 



7 

 

 (3) 在宅医療の推進 

目標の概要 ・がん患者が住み慣れた家庭や地域での治療や療養生活を選択できる 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

納得のいく治療を選択できた患者・家族の割合  患 

死亡場所が自宅の割合  国-02 

  

(4) がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援） 

目標の概要 

・職場や地域において、がん患者やその家族の抱える不安等に対する理解が

進む。 

・がんになっても安心して暮らせる社会を構築する。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

治療を始める前に就労の継続について、医療スタッフ

から説明を受けた割合 
 患 

がんと診断後も仕事を継続していたがん患者の割合  患 

退職したがん患者のうち、がん治療の開始前までに退

職した者の割合 
 患 

治療と仕事を両立するための社内制度等を利用した

患者の割合 
 患 

がんの治療中に、職場や仕事上の関係者から治療と仕

事両方を続けられるような勤務上の配慮があったと

思う患者の割合 

 患 

がんによる外見上の変化に関する悩みを相談できた

患者の割合 
 患 

生活に必要な社会制度に関する情報を十分に得られ

た患者・家族の割合 
 患 
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 (5) ライフステージに応じたがん対策（小児、ＡＹＡ世代、高齢者） 

目標の概要 
・医療提供・相談支援、治療後の長期フォローアップ体制等、関係機関の

連携の下で幅広く支援の充実を図る。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

治療開始前に、生殖機能への影響に関する説明を受け

たがん患者・家族の割合 
 患 

家族の悩みや負担を相談できる支援が十分であると

感じているがん患者・家族の割合 
 患 

  

(6) がんの教育・普及啓発 

目標の概要 

・子どもががんに関する正しい知識やがん患者及びその家族等について正

しい認識を持つとともに、命の大切さを学ぶ。 

・全ての県民が、がんに関する正しい知識を持ち、本人や家族が、がんに

罹患した場合にも適切にがんに向き合える。 

 

進捗状況 

指 標 状 況 指標№ 

がん相談支援センター／相談支援センターを知って

いる患者・家族の割合 
 患 

周囲の人からがんに対する偏見を感じる患者の割合  患 

  



（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

１　がんの予防（１次予防） 分野の目標

区分 指標№

予 14,173人
〈H29年度〉

17,459人
〈R元年度〉

県-03

24回
〈H29年度〉

11回
〈R元年度〉

他-01

1回
〈H29年度〉

1回
〈R元年度〉

県-03

予 22回
〈H29年度〉

21回
〈R元年度〉

県-03

予

個別目標

分野の個別対策 個別対策の実施状況

がん対策推進員の認定者数

県は、市町、検診機関をはじめとした関係機関と連携
し、がん対策推進員等のボランティアの協力を得て、科
学的根拠に基づくがん検診について、がん検診・精密
検査の受診による早期発見の必要性の他、対策型検
診と任意型検診の違い、がん検診の利益と不利益（偽
陽性・偽陰性等）等に関する知識についても普及啓発
に取り組む。

県が実施する市町、事業所、がん対策推
進員等を対象とした研修会の開催回数

県は、市町、事業所、がん対策推進員等が、地域及び
職域において、積極的に普及啓発に取り組めるよう、科
学的知見に基づく正しい情報の提供を行う。

ピンクリボンえひめ協議会によるイベント
等の開催数

がん検診受診率向上プロジェクト参画企
業による活動回数

県は、市町、検診機関、拠点病院等の関係機関と連携
し、働き盛りの世代に対するがん予防対策を推進する
ため、事業所、関係団体等に働きかけ、ピンクリボンえ
ひめ協議会の加盟企業等や愛媛県がん検診受診率向
上プロジェクト参画企業等とも協力し、職域におけるが
ん予防知識の普及啓発に取り組む。

分　野

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんの罹患者数を減少させる。

科学的根拠に基づく正しいがん予防知識の普及啓発

分野別の個別対策の進捗状況

全体目標の項目

【区分の説明】

予 予防

早 早期発見

医 医療

相 相談支援

緩 緩和ケア

行 行政

9



（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

１　がんの予防（１次予防） 分野の目標

区分 指標№

予 22回
〈H29年度〉

21回
〈R元年度〉

県-03

予

予

予

予

受動喫煙による害をなくすための環境づくりとして、県
及び関係機関は、身近な家庭を含め、不特定多数が利
用する施設や職場での原則禁煙又は分煙の徹底を推
進する。
なお、受動喫煙防止対策の目標値等については、国の
健康増進法改正等の動向を踏まえ、今後、見直しを含
め検討する。

未成年者に対しては、小・中・高等学校など学校教育の
場の他、地域、家庭においても喫煙の健康への影響に
関する教育に取り組み喫煙防止に努める。

妊娠中の女性に対しては、喫煙しないように、喫煙の危
険性について啓発を行うとともに、家庭を含む受動喫煙
のない環境づくりに取り組む。

愛媛県HPにおいて妊娠中の女性に対し
て、喫煙や受動喫煙が与える影響につい
て啓発している。

学校では、喫煙が健康に及ぼす影響等に
ついて学習している。

改正健康増進法が施行され、2019年7月
から病院や学校、行政機関等の第一種
施設は敷地内禁煙に、2020年4月から事
業所や工場、飲食店等の第二種施設は
屋内禁煙となったことから、すべての施設
において原則屋内となった。（経過措置と
して、小規模飲食店は店内での喫煙が可
能）

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんの罹患者数を減少させる。

たばこ対策・受動喫煙防止対策の推進

分野別の個別対策の進捗状況

禁煙希望者に対しては、禁煙外来や相談窓口等を案内
し利用を促すなど支援を行う。

愛媛県HPにおいて禁煙外来や相談窓口
等を案内している

肺がんをはじめ種々のがんの原因である喫煙について
は、関係機関の連携の下、引き続き重点的に対策に取
り組むこととし、喫煙の危険性に関する正しい情報や、
喫煙の結果生ずる健康影響に関する知識の普及啓発
を推進する。

分野の個別対策

保健所が実施する事業所や学生等を対
象とした喫煙を始めとするがんの危険因
子に関する情報提供やがんの予防に関
するセミナーの開催回数

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

10



（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

１　がんの予防（１次予防） 分野の目標

区分 指標№

予 113団体
〈H29年度〉

114団体
〈R元年度〉

県-03

分野別の個別対策の進捗状況

県民健康づくり運動推進会議参画団体数

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

第２次県民健康づくり計画「えひめ健康づくり２１」、「第
３次愛媛県食育推進計画」、「第２次愛媛県歯科口腔保
健推進計画」、及び各市町の健康づくりに関する計画等
に基づき、県、市町、関係機関をはじめとして、地域社
会において健康づくりに取り組んでいる食生活改善推
進員、がん対策推進員などボランティアの参加・協力の
下、栄養・食生活、運動等の生活習慣の改善に県民総
ぐるみで取り組む。

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんの罹患者数を減少させる。

食生活・運動等の生活習慣の改善

11



（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

１　がんの予防（１次予防） 分野の目標

区分 指標№

14,173人
〈H29年度〉

17,459人
〈R元年度〉

県-03

22回
〈H29年度〉

21回
〈R元年度〉

県-03

予 164人
〈H29年度〉

307人
〈R元年度〉

県-03

予

予

予 1回
〈H29年度〉

1回
〈R元年度〉

県-03

ＨＰＶ（ヒトパピローマウィルス）ワクチンの接種のあり方
については、国が、科学的知見を収集した上で総合的
に判断することとしており、国の判断を踏まえ、県として
の対応を検討する。

まだ国の判断は出されていないことから、
今後、国の判断を踏まえ、県としての対応
を検討する。

ＡＴＬ（成人Ｔ細胞白血病）と関連するＨＴＬＶ－１（ヒトＴ細
胞白血病ウイルス１型）については、県・市町が連携の
うえ、県民からの相談に対応するとともに、国とも連携
を図り、母子保健対策を含む感染予防対策等に取り組
む。

愛媛県HTLV-1母子感染対策協議会の開
催回数

県、市町及び関係機関は、ある種のウイルスや細菌の
感染が発がんに大きく寄与する因子であることについて
県民への啓発を進める。

がん対策推進員の認定者数

肝炎医療コーディネーター数

肝炎ウイルスについては、平成29年３月に策定した第３
次愛媛県肝炎対策推進計画に基づき、県、市町、医療
機関、検診機関等の関係機関、職域との連携を進める
他、肝炎医療コーディネーターを養成し、肝炎に関する
正しい知識の普及啓発に取り組むとともに、肝炎ウイル
ス検査の受診啓発、及び陽性者へのフォローアップ等
を積極的に推進する。

県が実施する市町、事業所、がん対策推
進員等を対象とした研修会の開催回数

がんの罹患者数を減少させる。

発がんに関連する感染症予防対策の推進

分野別の個別対策の進捗状況

ヘリコバクター・ピロリについては、感染が胃がんのリス
クであることは明らかではあるものの、除菌が胃がん発
症予防に有効であるかどうかについては、まだ明らかで
ないため、今後の国の検討を踏まえ、県としての対応を
検討する。

まだ国の方針は出されていないことから、
今後、国の検討を踏まえ、県としての対応
を検討する。

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

予

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

12



（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

早 14,173人
〈H29年度〉

17,459人
〈R元年度〉

県-03

早 22回
〈H29年度〉

21回
〈R元年度〉

県-03

分野別の個別対策の進捗状況

がん対策推進員養成研修会の開催回数

がん対策推進員の認定者数

県は、市町、検診機関をはじめとした関係機関と連携
し、がん対策推進員等のボランティアの協力を得て、科
学的根拠に基づくがん検診について、がん検診・精密
検査の受診による早期発見の必要性の他、対策型検
診と任意型検診の違い、がん検診の利益と不利益（偽
陽性・偽陰性等）等に関する知識についても普及啓発
に取り組む。

県及び市町は、科学的根拠に基づくがん検診の普及啓
発のため、関係機関の協力の下、がん対策推進員等に
対し、科学的知見に基づく最新の情報提供を行うなど
活動を支援する。

個別目標

分野の個別対策 個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

科学的根拠に基づくがん検診に関する正しい知識の普及啓発
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（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

早 20市町
〈H29年度〉

20市町
〈R元年度〉

生-03

15市町
〈H29年度〉

14市町
〈R元年度〉

生-01

６市町
〈H29年度〉

６市町
〈R元年度〉

生-01

分野別の個別対策の進捗状況

早
市町及び検診機関は、無料クーポンの活用など、がん
検診受診者の経済的負担にも配慮しつつ、受診率の向
上施策に取り組むこととする。

特定健診との同時実施、個別医療機関で
の受診、夜間・休日の受診体制、託児
サービス、レディースデイの設定などに取
り組む市町数

県、市町、検診機関、医療機関等の関係機関が連携
し、特定健診との同時実施、個別医療機関での受診、
夜間・休日の受診体制、託児サービス、レディースデイ
の設定など、県民ががん検診を受けやすい利便性に配
慮したサービスの充実に努めるとともに、これらの取り
組みについて、県民への周知を進める。

乳がん検診、子宮頸がん検診のクーポン
事業（国補助事業）又は市町独自の無料
検診を実施する市町数

がん検診の無料検診（５検診のうち１検診
以上）を実施する市町数

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

がん検診受診率の向上
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（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

早 12市町
〈H29年度〉

13市町
〈R元年度〉

生-02

0回
〈H29年度〉

1回
〈R元年度〉

県-03

19市町
〈H29年度〉

19市町
〈R元年度〉

生-02

各がん検診
につき１回
〈H29年度〉

各がん検診
につき１回
〈R元年度〉

生-01

358
〈H29年度〉

344
〈R元年度〉

生-01

分野別の個別対策の進捗状況

早

県は、要精検者に対する事後指導を徹底するための研
修会等を開催し、市町は、要精検者に対する事後指導
を徹底することにより、精密検査受診率の向上を図る。
また、精密検査実施医療機関は、精密検査結果報告書
を、市町へ必ず返送し、市町が実施するがん検診の精
度管理に協力する。

精密検査実施医療機関登録数（延べ登
録数）

市町がん検診担当者研修会の実施回数

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

県及び市町は、精密検査の意義について、正しい知識
の普及啓発に取り組む。

個別対策の実施状況

受診勧奨時に、「検診機関用チェックリス
ト　1.受診者への説明」が全項目記載され
た資料を、全員に個別配布した市町数

精密検査未受診者に精密検査の受診勧
奨を行った市町数

生活習慣病予防講習会の開催回数

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

精密検査受診率の向上
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（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

1回
〈H29年度〉

1回
〈R元年度〉

生-01

1回
〈H29年度〉

1回
〈R元年度〉

生-01

早

分野別の個別対策の進捗状況

県生活習慣病予防協議会の開催数

県生活習慣病予防協議会による検診機
関実地指導の回数

愛媛県生活習慣病予防協議会は、最新の知見を踏ま
え、市町及び検診機関において適切な精度管理の下
で、科学的根拠に基づくがん検診及び精密検査が実施
されるよう、専門的な見地から助言・指導する。

市町で実施するがん検診について、一部、国の指針で
定められていない検診が実施されているため、県及び
市町は、愛媛県生活習慣病予防協議会の専門的な意
見、及び全国の状況等を踏まえ適切に対応する。

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

早

市町では、一部、国の指針で定められて
いない検診が実施されているが、国にお
いて今後のがん検診のあり方について検
討されているところであり、その動向を注
視している。

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

がん検診の精度管理の更なる向上
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（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

早 １回
〈H29年度〉

０回
〈R元年度〉

県-03

全体目標の項目

分　野

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

分野別の個別対策の進捗状況

分野の個別対策

口腔がんの大半は歯科医師により発見されていること
から、県及び関係機関は、平成29年３月に策定した第２
次愛媛県歯科口腔保健推進計画に基づき、歯科検診
での早期発見等、口腔がんに関する知識の啓発に努め
ることとし、歯科医療と連携した早期診断を推進する。

歯科医師に対する口腔がんに関する県
主催研修会の開催数

個別対策の実施状況

個別目標 歯科検診による口腔がんの早期発見等について
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（案）

Ⅰ　科学的根拠に基づくがんの予防・がん
検診の充実

目　標

２　がんの早期発見（２次予防） 分野の目標

区分 指標№

100団体
〈H29年度〉

101団体
〈R元年度〉

他-01

９社
〈H29年度〉

10社
〈R元年度〉

県-03

早

早

分野別の個別対策の進捗状況

早

県は、働き盛りの年代に対するがん予防対策を推進す
るため、関係機関と連携し、事業所、関係団体等に働き
かけ、ピンクリボンえひめ協議会加盟企業等及びがん
検診受診率向上プロジェクト参画企業等の協力の下、
職域における科学的根拠に基づくがん検診の普及啓
発、及び受診率の向上に取り組む。

がん検診受診率向上プロジェクト参画企
業数

全体目標の項目

分　野

個別目標

がんの罹患者数及びがんによる死亡者数を減少させる

がんによる死亡者数を減少させる

職域におけるがん検診の実態把握及び対策の検討・実施

県は、関係機関と連携の下、データヘルス等の取組み
の動向を踏まえ、個人情報に配慮した上で、効率の良
い受診勧奨・事後指導等への活用を段階的に検討す
る。

県では、ビッグデータ活用県民健康づくり
事業を実施し、効率の良い受診勧奨や事
後指導等への活用を進めている。

分野の個別対策

県は、関係機関と連携の下、職域におけるがん検診に
ついては、今後、国が「職域におけるがん検診に関する
ガイドライン」を策定することとしていることから、この内
容を踏まえ、職域や人間ドッグ等での受診を含めたが
ん検診全体の実態把握に努め、本県の実情に応じた必
要な対策を検討する。

個別対策の実施状況

ピンクリボンえひめ協議会会員企業数

国では、今後のがん検診のあり方検討会
において、職域を含めたがん検診の実態
把握の方法等について検討が進められ
ていることから、その動向を注視し、本県
で必要な対策について検討する。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

医

医

(

行

)

医 - ２回
〈R元年度〉

連-01

医 -
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

医
100%

（指定要件）
〈H29年度〉

100%
（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

-
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

２回
〈H29年度〉

２回
〈R元年度〉

連-01

初期治療内容に限らず、長期的視野に
立った治療プロセス全体に関する十分な
インフォームドコンセントの取得に努めて
いる拠点病院・推進病院の割合

すべての二次医療圏にがん診療連携拠
点病院（国指定）又はがん診療連携推進
病院（県指定）を設置しているが、地域が
ん診療病院の設置については、引き続き
検討を進める。

県は、拠点病院のがん医療提供体制の
充実のため、がん医療体制整備事業費
補助金を交付している。

県は、各二次医療圏におけるがん医療提供体制の充
実のため、拠点病院等が実施する、医療従事者の育成
やがん登録、相談支援などの取組みに対し支援に努め
る。

拠点病院及び推進病院において、医療及び相談支援
等の更なる質の向上を図るため、ＰＤＣＡサイクルの確
立に取り組む。

拠点病院及び推進病院を中心に、医師による十分な説
明と患者やその家族の理解の下、インフォームド・コン
セントが行われる体制の更なる充実を図り、患者の治
療法等を選択する権利や受療の意思を最大限に尊重
するがん医療を目指すとともに、治療中でも、冊子や視
覚教材などの分かりやすい教材を活用し、患者が自主
的に治療内容などを確認できる環境を整備する。

分野の個別対策 個別対策の実施状況

個別目標

県がん診療連携協議会PDCAサイクル部
会の開催回数

拠点病院のない宇摩圏域及び八幡浜・大洲圏域につい
ては、更なるがん医療提供体制の均てん化を進めるた
め、県及び愛媛県がん診療連携協議会等において、地
域がん診療病院の設置について検討を進める。

がん診療連携拠点病院等の整備とがん医療の均てん化の推進

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

分野別の個別対策の進捗状況

手術、放射線療法又は化学療法に携わ
る専門的な知識及び技能を有する医師に
よるセカンドオピニオンを提示する機能を
持つか、セカンドオピニオンの可能な他の
医療機関を紹介するなど施設間連携に
よって対応できる体制を有している拠点
病院・推進病院の割合

医療に係る安全管理の体制及び取組状
況について、第三者による評価や拠点病
院間での実地調査等を活用している拠点
病院の割合

医

診療行為には一定の危険性が伴うことを踏まえ、拠点
病院等の医療従事者が連携の下、患者等に対して安
全な医療を提供するほか、抗がん剤の暴露対策など医
療従事者等への安全対策にも取り組み、がん医療の安
全の確保を一層推進する。

拠点病院及び推進病院は、患者とその家族の意向に
応じ、専門的な知識を有する第三者の立場にある医師
に意見を求め、患者やその家族が治療方針を選択でき
るよう、セカンドオピニオン制度の充実に努めるととも
に、活用を促進するため普及啓発を推進する。

県がん診療連携協議会集学的治療専門
部会の開催回数
※県がん診療連携協議会集学的治療専門部会
では、抗がん剤の暴露対策等医療従事者等への
安全対策に取り組んでいる。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

医 ２回
〈H29年度〉

２回
〈R元年度〉

★

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

分野別の個別対策の進捗状況

希少がん・難治性がん、小児・ＡＹＡ世代のがんなど、専
門的な対応を要する治療等については、県拠点病院で
ある四国がんセンター、及び特定機能病院である愛媛
大学医学部附属病院の体制の充実に努めるとともに、
連携協議会等において、医療機関ごとの役割分担及び
施設と患者の集約化を検討する。

拠点病院・推進病院は、県がん診療連携
協議会等で連携を図り、希少がん、難治
性がん、小児・ＡＹＡ世代のがんなど、専
門的な対応を要する治療等の役割分担
及び施設と患者の集約化に努めている。
（県がん診療連携協議会専門部会の開
催回数）

分野の個別対策 個別対策の実施状況

個別目標 希少がん・難治性がん等への対応施設及び患者の集約化
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

医

(

行

)

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

分野別の個別対策の進捗状況

分野の個別対策

国は、今後、がん診療連携拠点病院等の指定指針を見
直すこととしていることから、この内容を踏まえ、本県に
おけるがん診療提供体制のあり方について、必要な見
直しを行う。

個別対策の実施状況

個別目標 がん診療連携拠点病院等整備指針の見直しへの対応

平成30年７月にがん診療連携拠点病院
等の指定指針が改正され、すべての拠点
病院は、新指針の体制を整備済みであ
る。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 が-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

手術療法の充実

分野別の個別対策の進捗状況

拠点病院・推進病院において常勤の病理
専門医が１名以上配置されている割合

医

拠点病院等は、手術療法による合併症予防や術後の
早期回復のため、麻酔科医や手術部位などの感染管
理を専門とする医師、口腔機能・衛生管理を専門とする
歯科医師、歯科衛生士等との連携を図り、質の高い周
術期管理体制を整備するとともに、術中迅速病理診断
など手術療法の方針を決定する上で重要な病理診断を
確実に実施できる体制の充実に取り組む。

個別目標

分野の個別対策

がん診療連携登録歯科医師数

個別対策の実施状況

手術、放射線治療および薬物療法を効果
的に組み合わせた集学的治療および緩
和ケアを提供する体制を有するとともに、
各学会の診療ガイドラインに準ずる標準
的治療等がん患者の状態に応じた適切
な治療を提供している拠点病院・推進病
院の割合

全体目標の項目

分　野

より質の高い手術療法を提供するため、拠点病院をは
じめとする医療機関は、外科医及び麻酔科医の人員不
足の解消に努め、必要に応じて放射線療法や薬物療法
の専門医と連携するなど、各医療機関の状況に応じた
診療体制を整備するとともに、病院間や学会、関係団
体等と連携し、手術療法の成績の更なる向上を目指
し、手術療法の標準化に向けた評価法の確立や教育シ
ステムの整備を行う。

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

直線加速器による定位放射線治療加算
をとっている拠点病院の割合

分野の個別対策

放射線治療に関して地域の医療機関と連
携するとともに、役割分担を担っている拠
点病院・推進病院の割合

分野別の個別対策の進捗状況

医

拠点病院における自施設での緩和的放
射線治療の実施件数

放射線療法を実施する拠点病院及び推進病院等は、
放射線治療機器の品質管理や質の高い安全な放射線
療法を提供するため、放射線治療の専門医、専門看護
師・認定看護師、放射線治療専門放射線技師、医学物
理士など専門性の高い人材を適正に配置するととも
に、多職種で構成された放射線治療チームを設置する
など、患者の副作用・合併症やその他の苦痛に対して
も迅速かつ継続的に対応できる診療体制の整備に取り
組む。

放射線治療専門医が常勤で配置されて
いる拠点病院の割合

放射線療法を実施する拠点病院及び推進病院等は、
地域の医療機関と放射線療法に関する連携と役割分
担を図るなど、放射線療法の提供体制の充実に取り組
み、地域間格差の是正を図る。

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

放射線治療を実施する推進病院のうち、
放射線治療に携わる専門的な知識及び
技能を有する専任の医師を配置する割合

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

放射線療法の充実

外来放射線照射診療料をとっている拠点
病院の割合

IMRT加算をとっている拠点病院の割合
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

分野別の個別対策の進捗状況

１拠点病院あたりの、がん薬物療法専門
医数

医

拠点病院等は、薬物療法の急速な進歩と多様化に対
応し、外来も含め安全で効果的な薬物療法を提供する
ため、薬物療法の専門医やがん薬物療法認定薬剤師、
がん看護や薬物療法等の専門看護師・認定看護師な
ど、専門性の高い人材を適正に配置するとともに、抗が
ん剤暴露対策等の医療安全活動を推進し、多職種で構
成された薬物療法チームの充実を図る。

全体目標の項目

分　野

がん専門薬剤師又はがん薬物療法認定
薬剤師が配置されている拠点病院の割
合

分野の個別対策

転移・再発５大がん患者の全身薬物療法
のうち、８割以上を内科医が主となり担当
している拠点病院の割合

個別対策の実施状況

個別目標

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

薬物療法の充実
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-02

分野別の個別対策の進捗状況

科学的根拠や信頼できる情報に基づく情
報整備・更新を定期的に行い、センター内
で情報共有した拠点病院・推進病院の割
合

科学的根拠を有する免疫療法の研究開発が進み、「免
疫チェックポイント阻害剤」等の免疫療法が、治療選択
肢の一つとなっている一方で、免疫療法と称しているも
のであっても、十分な科学的根拠を有する治療方法と
そうでない治療法があり、これらは明確に区別されるべ
きとの指摘があるほか、これまでの薬物療法とは異なっ
た副作用等も報告されていることから、拠点病院及び推
進病院等においては、最新の知見に基づく正確な情報
を共有するとともに、がん患者等に対し、科学的根拠に
基づく正確な情報を提供する。

医

全体目標の項目

分　野

分野の個別対策 個別対策の実施状況

個別目標

がん相談支援センターを設置している拠
点病院・推進病院の割合

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

科学的根拠に基づく免役療法の提供
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 ★

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

分野の個別対策

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

がんのリハビリテーション・支持療法の充実

分野別の個別対策の進捗状況

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

リンパ浮腫外来が設置されている拠点病
院・推進病院の割合

拠点病院及び推進病院等において、今後、国が定める
支持療法に関する診療ガイドラインに基づき、がん治療
による副作用・合併症・後遺症等による患者のＱＯＬ低
下を防ぐ取組みを推進する。

医

ストーマー外来が設置されている拠点病
院・推進病院の割合

拠点病院・推進病院においてリハビリ
テーション専門医を配置している割合

医

四国がんセンターで実施しているがんリ
ハビリテーション研修プログラム修了者数
（四国がんセンター）

拠点病院及び推進病院等において、がんのリハビリ
テーションに関わる医療従事者に対して、質の高い研
修を実施し、がん患者の機能回復や機能維持のみなら
ず、社会復帰の観点も踏まえ、がん患者に対する質の
高いリハビリテーションの提供について積極的に取り組
む。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-02

医

拠点病院等は、より正確で質の高い画像診断及び病理
診断に基づき、治療方針を検討できるよう、放射線診断
医や病理診断医をはじめとした多職種が参加するキャ
ンサーボードを開催するなど、がんに対する的確な診断
と治療を行う診療体制を整備する。

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

病理診断の充実

分野別の個別対策の進捗状況

医

拠点病院・推進病院において常勤の病理
専門医が１名以上配置されている割合

キャンサーボードを設置している推進病
院の割合

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

キャンサーボードに緩和ケア担当医師や
病理医が参加している拠点病院の割合

遠隔病理診断も含め術中迅速病理診断
が可能な体制を確保している拠点病院の
割合

拠点病院等は、若手病理診断医の育成をはじめ、細胞
検査士等の病理関連業務を専門とする臨床検査技師
等の適正配置に努めるとともに、国において、今後、よ
り安全で迅速な質の高い病理診断や細胞診断を提供
するための環境整備が進められることから、その動向を
注視し、病理診断や細胞診断の充実に取り組む。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

がん病態専門栄養管理栄養士を配置し
ている拠点病院の割合

医

医

栄養の専門チームを整備し、当該栄養サ
ポートチームを組織上明確に位置付け、
がん患者に対して適切な栄養管理を提供
している拠点病院の割合

拠点病院及び推進病院等は、各種がん治療の副作用・
合併症の予防や軽減など、患者の更なる生活の質の向
上を目指し、愛媛県歯科医師会等との医科歯科連携に
よる口腔機能管理（口腔ケア）の推進をはじめ、食事療
法等による栄養管理やリハビリテーションの推進など、
多職種の配置及び職種間の連携を推進する。

糖尿病の専門チームを整備し、当該糖尿
病チームを組織上明確に位置付け、がん
患者に対して適切な血糖コントロールを
行っている拠点病院の割合

感染症制御の専門チームを整備し、当該
感染症チームを組織上明確に位置付け、
がん患者に対して適切な感染症のコンサ
ルテーションを行っている拠点病院の割
合

歯科口腔ケアの専門チームを整備し、当
該歯科口腔ケアチームを組織上明確に
位置付け、がん患者に対して適切な歯科
口腔ケアを提供している拠点病院の割合

褥瘡の専門チームを整備し、当該褥瘡
チームを組織上明確に位置付け、がん患
者に対して適切な褥瘡ケアを提供してい
る拠点病院の割合

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

チーム医療の推進

分野別の個別対策の進捗状況

歯科口腔ケアの専門チームを整備し、当
該歯科口腔ケアチームを組織上明確に
位置付け、がん患者に対して適切な歯科
口腔ケアを提供している拠点病院の割合

医科歯科連携の下、口腔がんの外科切除による欠損
部の再建等や嚥下訓練及び口腔機能管理（口腔ケア）
等に取り組み、適切な栄養サポートへ繋げる。

医

がん患者に対して、周術期の口腔健康管
理や、治療中の副作用・合併症対策、口
腔リハビリテーションなど、必要に応じて
院内又は地域の歯科医師と連携している
拠点病院の割合

がん患者に対して、周術期の口腔健康管
理や、治療中の副作用・合併症対策、口
腔リハビリテーションなど、必要に応じて
院内又は地域の歯科医師と連携している
拠点病院の割合

がんについて専門的な知識及び技能をも
つ手術療法に携わる医師、放射線療法、
薬物療法に携わる医師等を配置している
拠点病院・推進病院の割合

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

拠点病院等は、個々の患者とその家族の抱える様々な
負担や苦痛に対し、安心かつ安全で質の高いがん医療
を提供できるよう、手術療法、放射線療法、薬物療法に
精通した専門職の配置に努めるとともに、各種専門
チーム（緩和ケアチーム、口腔ケアチーム、栄養サポー
トチーム、感染防止対策チーム等）の充実に取り組む。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

１　医療機関の機能強化 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 -

〈H29年度〉 〈R元年度〉 -

医 〈R元年度〉 ★

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療が受けられる
・それぞれの患者の病態に応じ、適切な治療を提供する

がんゲノム医療提供体制の構築

分野別の個別対策の進捗状況

医

国立がん研究センターが中心となり、産学連携全国が
んゲノムスクリーニングプロジェクト「ＳＣＲＵＭ‐Ｊａｐａｎ」
が実施されており、本県からは、四国がんセンターが参
加していることから、連携協議会を通じ、県内の拠点病
院及び推進病院等の関係医療機関と連携を図りなが
ら、がんゲノム医療提供体制の推進に協力する。

四国がんセンターにおけるエキスパート
パネルの開催回数（四国がんセンター）

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

がんゲノム医療拠点病院の病院数
国において、ゲノム情報等を活用し、個々のがん患者に
最適な医療を提供するため、がんゲノム医療中核拠点
病院及びがんゲノム医療連携病院を設置し、段階的に
体制整備を進める事としていることから、国の動向を注
視しつつ、拠点病院、推進病院、県等関係機関が連携
し、本県におけるがんゲノム医療の提供体制の構築に
必要な取組みを検討する。

がんゲノム医療連携病院の病院数

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

２　医療連携体制の充実 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・切れ目のないがん医療を提供する
・特に専門的な対応を必要とする患者等について、個々の病態
に応じ、適切な治療等が提供できる医療機関へつなぐ

分野別の個別対策の進捗状況

県がん診療連携協議会PDCA部会の開
催回数

個別対策の実施状況

個別目標

県がん診療連携拠点病院である四国がんセンターは、
都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会等の全国
ネットワークから得られる最新の情報について、連携協
議会を通し、県内の関係者へ情報提供を行う。

県がん診療連携協議会役員会、幹事会
の開催回数

連携協議会は、希少がん、難治性がん、小児がん、ＡＹ
Ａ世代のがんなど、専門的な対応が必要なケースにつ
いて、個々の患者の状況に応じ必要な支援が速やかに
受けられるよう、関係機関の役割分担と連携の強化に
努める。

県がん診療連携協議会集学的治療専門
部会の開催回数

連携協議会を中心として、個人情報に十分に配慮した
上で、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用するなど、県医師会を
はじめとした関係機関と協力し、必要な診療情報の共
有を進め、円滑な連携体制の構築に取り組む。

県がん診療連携協議会地域連携専門部
会の開催回数

分野の個別対策

拠点病院及び推進病院における様々な取組みを基に、
県全体のがん医療の質の向上を図るため、連携協議
会において、各病院におけるＰＤＣＡサイクル確立のた
めの支援に努める。

愛媛県がん診療連携協議会における連携体制の強化
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

２　医療連携体制の充実 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 ★

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 ★

個別目標

推進病院は、拠点病院が行う地域連携クリティカルパス
の整備に協力するとともに、地域の医療機関等と協力
し活用を推進する。

地域連携クリティカルパスの運用件数（が
ん診療連携協議会地域連携部会）

分野の個別対策

県がん診療連携協議会地域連携専門部
会で作成した地域連携クリティカルパスの
数

拠点病院及び推進病院は、地域連携クリティカルパス
を活用し、地域の医療機関等と協力し、必要に応じて、
退院時に当該がん患者に関する共同の診療計画の作
成等を行う。

地域連携クリティカルパスの運用件数（が
ん診療連携協議会地域連携部会）

個別対策の実施状況

県がん診療連携協議会地域連携専門部
会の開催数

県がん診療連携拠点病院である四国がんセンターは、
連携協議会において、地域連携クリティカルパスの普及
促進をはじめ、県内全域での活用を促進させるととも
に、がん医療に携わる専門的な知識及び技能を有する
医療従事者を対象とした研修を実施するほか、地域の
拠点病院及び推進病院等に対し、情報提供、症例相談
及び診療支援を行う。

医

地域連携クリティカルパスの利用促進

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・切れ目のないがん医療を提供する
・特に専門的な対応を必要とする患者等について、個々の病態
に応じ、適切な治療等が提供できる医療機関へつなぐ

分野別の個別対策の進捗状況

31



（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

２　医療連携体制の充実 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01
現-02

〈H29年度〉 100%
〈R元年度〉

現-01

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

医 〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

緩 〈H29年度〉
100%

（指定要件）
〈R元年度〉

現-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 緩-01

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・切れ目のないがん医療を提供する
・特に専門的な対応を必要とする患者等について、個々の病態
に応じ、適切な治療等が提供できる医療機関へつなぐ

拠点病院等と地域の医療機関との連携強化

分野の個別対策

地域の医療機関から紹介されたがん患
者の受け入れを行っており、がん患者の
状態に応じ、地域の医療機関へがん患者
の紹介を行っている拠点病院・推進病院
の割合

個別対策の実施状況

2次医療圏においてがん医療に携わる医
師等を対象とした早期診断、副作用対応
を含めた放射線治療・薬物療法の推進及
び緩和ケア等に関する研修を実施してい
る拠点病院の割合

地域連携や在宅医療・介護サービスについては、患者
の複雑な病態や様々なニーズに対応できるよう、関係
機関の連携の下、地域の経験や創意を取り入れ、地域
完結型の医療・介護サービスを提供できる体制の整備
を進める。

在宅緩和ケア推進推進モデル事業の地
域数

拠点病院における緩和ケアチームの新規
介入患者数

拠点病院は、地域全体のがん医療水準の向上のため、
地域においてがん診療を行っている医療機関に対する
診療支援や、地域のがん診療に携わる医療従事者に
対する研修を積極的に実施する。

病理診断又は画像診断に関する依頼、
手術、放射線治療、薬物療法又は緩和ケ
アの提供に関する相談など、地域の医療
機関の医師と診断及び治療に関する相
互的な連携協力体制・教育体制を整備し
ている拠点病院の割合

拠点病院及び推進病院は、緩和ケア病棟、緩和ケア外
来、緩和ケアチーム、在宅療養支援診療所との連携を
はじめ、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所、
地域包括支援センター、認定がんナビゲーター等とも密
接に連携し、地域ごとの連携強化を図る。

医療圏において、地域の医療機関や在宅
診療所等の医療・介護従事者とがんに関
する医療提供体制や社会的支援のあり
方について情報を共有し、役割分担や支
援等について議論する場を年１回以上設
けている拠点病院の割合

拠点病院及び推進病院は、腫瘍センターなどのがん診
療部を設置するなど、各診療科の横のつながりを重視
した診療体制の構築に努めるとともに、地域の医療機
関の連携と役割分担を図り、特に高度な技術と設備等
を必要とする医療については、地域性に配慮し、計画
的に集約化を図る。

がん診療を統括する診療部が設置されて
いる拠点病院の割合

相談員が院内外の多様な相談窓口と連
携できた拠点病院・推進病院の割合

拠点病院及び推進病院は、専門的ながん医療を提供
するだけでなく、地域における医療連携の拠点として、
医療従事者への研修、地域の医療機関に対する診療
支援、院内がん登録、地域のがん患者等に対する情報
提供や相談支援の実施等を行い、地域におけるがん医
療提供体制の連携強化に努める。

緩
・
相

診療連携を行っている地域の医療機関等
の診療従事者も参加する合同のカンファ
レンスを毎年定期的に開催している拠点
病院の割合

拠点病院・推進病院のがん相談支援セン
ターへの相談件数

拠点病院及び推進病院は、緩和ケアチームの設置によ
る切れ目のない緩和ケアの提供、相談支援センター設
置による院内外のがん患者及びその家族並びに地域
の住民及び医療機関等からの相談等への対応、地域
の医療機関・医師等に対する合同のカンファレンスや研
修の実施など、地域におけるがん診療等の連携拠点と
して様々な対策に取り組む。

地域を対象として、緩和ケアやがん教育
をはじめとするがんに関する普及啓発に
努めている拠点病院の割合

拠点病院と連携して、患者、その家族及
び地域の医療機関等からの相談等に対
応する体制を整備している推進病院の割
合

医

32



（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

３　医療従事者の育成 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 ★

医 ★

医 ★

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

医

医

分野別の個別対策の進捗状況

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

がん医療の更なる均てん化及び質の向上を図る

・専門的な知識を持った人材の育成及び適正配置
・ＩＣＴを活用した教育環境の整備

拠点病院は、専門医等の配置状況について、ホーム
ページ等で情報提供を行う。

がん情報サービスで現況報告書を公表し
ている

放射線治療専門医が配置されている拠
点・推進病院の割合

研修実施機関は、ＩＣＴを活用したeラーニングシステム
の導入など、受講者の負担に配慮した研修提供システ
ムの構築に努める。

国立がん研究センターはeラーニングを積
極的に取り入れている。

がん薬物療法専門医が配置されている
拠点・推進病院の割合

拠点病院及び推進病院は、放射線療法及び薬物療法
を含む質の高い集学的治療を行えるよう、研修を通じ
各学会の診療ガイドラインに準ずる標準的治療の一層
の普及を図る。

医

国立がん研究センター主催の各種がん
相談支援センター相談員研修、あるいは
愛媛県がん相談員研修を受けた拠点病
院・推進病院の割合

愛媛大学・松山大学におけるがんプロ
フェッショナル講演会の開催数

拠点病院は、院内及び院外の医療従事者を対象に、そ
れぞれの地域で求められるがん医療の向上に必要な
研修を行うなど、引き続き、地域のがん医療を担う医療
従事者の育成に努める。

2次医療圏においてがん医療に携わる医
師等を対象とした早期診断、副作用対応
を含めた放射線治療・薬物療法の推進お
よび緩和ケア等に関する研修を実施して
いる拠点病院の割合

拠点病院・推進病院における日本がん治
療認定医機構がん治療認定医数

拠点病院・推進病院における日本看護協
会がん看護専門看護師数

拠点病院・推進病院における日本医療薬
学会がん専門薬剤師数

拠点病院及び推進病院等がん診療に携わる医療機関
は、国立がん研究センターや学会等が実施する研修等
へ、医療従事者が参加しやすい環境を整備するよう努
め、専門資格の取得を促進する。

医

県がん診療連携拠点病院である四国がんセンターは、
地域拠点病院等と連携し、多職種によるチーム医療を
推進するための研修プログラムを開発し、人材の養成
に努める。

（四国がんセンターの取組み）

愛媛大学では、各講座において、専門的な人材の養成
に取り組むほか、平成24年度に大学院医学系研究科
医学専攻に新たに設置した「臨床腫瘍学講座」におい
て、チーム医療の中で、がんを全人的に捉え、臓器横
断的な対応ができる人材の養成に取り組む。

（愛媛大学医学部の取組み）

愛媛大学及び松山大学は、中国・四国地方の11大学
（愛媛大学、岡山大学、香川大学、川崎医科大学、高知
大学、高知県立大学、徳島大学、徳島文理大学、広島
大学、松山大学、山口大学）で形成する「中国・四国広
域がんプロ養成コンソーシアム」の活用により、拠点病
院とも連携しつつ、がん専門医療人の養成に取り組む。
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

４　希少がん・難治性がん対策 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

個々のがん患者の病態に応じて、速やかに適切な治療ができ
る医療機関へつなげられる

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

難治性がんについては、未だ有効性の高い診断・治療
法が確立していない中、国が、ゲノム医療やリキッドバ
イオプシー等を用いた低侵襲性診断技術や早期診断技
術、治療技術等の開発を推進することとしているため、
県がん診療連携拠点病院等においても、有効性の高い
診断・治療方法等の研究の進展等について随時、県が
ん診療連携協議会等を通じ共有するとともに、確立され
たものについては、県民、地域の医療機関等関係機関
への周知に取り組む。

県がん診療連携協議会役員会・幹事会
の開催回数

希少がんについては、数は少ないものの、県内におい
ても一定数の罹患が見込まれるが、対応可能な医療機
関等へ繋げるために必要な情報が不足している。今
後、国が適切な集約化と連携のあり方について、「希少
がん対策ワーキンググループ」等の議論を踏まえ、検討
することとしていることから、この検討結果を踏まえ、県
内においても、県がん診療連携協議会を通じたネット
ワークの構築など、連携体制を整備し、県民、地域の医
療機関等関係機関への幅広い周知に取り組む。

県がん診療連携協議会役員会・幹事会
の開催回数

分野の個別対策 個別対策の実施状況

・希少がん及び難治性がんの患者を適切な医療機関へ繋げるための環境整備
・希少がん及び難治性がんへ対応が可能な医療機関等に関する情報提供
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（案）

Ⅱ　患者本位の安全・安心で質の高いがん
医療の提供

目　標

５　がん登録の精度向上 分野の目標

区分 指標№

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医
〈H29年度〉

〈R元年度〉
現-01
現-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

医

(

県

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

医

(

県

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

全体目標の項目

分　野

・居住する地域に関わらず等しく適切ながん医療を受けられる
・個々の患者の病態に応じて適切な医療が受けられる
・患者本位の質の高いがん医療を提供する

・科学的根拠に基づくがん対策を推進する
・行政において、それぞれの地域に求められる効果的ながん対
策が立案できる
・がんに関する研究等において、がん登録から得られた資料の
利活用が進む

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標
・がん登録の充実及び精度の向上
・がん登録の普及啓発及び研究等への活用促進

県及び市町は、各種がん登録で得られたデータについ
て、個人情報に十分に配慮しつつ、情報提供・情報公
開し、がん予防の推進、がん医療の向上、がんとの共
生等効果的ながん対策の立案に活用する。

県及び市町へのがん登録情報の提供件
数

拠点病院等は、院内がん登録を実施する医療機関数
が増加し、更に精度が向上するよう、がん登録の意義
及び重要性について、関係者の理解促進に努める。

院内がん登録を実施する拠点病院・推進
病院の割合

がん登録情報の公表の状況

県は、全国がん登録実務担当者を対象とした研修を実
施し、全国がん登録の円滑な実施、及び精度の向上に
取り組む。

全国がん登録実務者研修会の開催回数

令和元年度から、がん登録情報を活用し
たがんサポートえひめによる情報提供を
実施している。

県及び県がん診療連携協議会は、がん登録のデータを
活用した県民への情報提供の充実に取り組む。

医

(

県

)

分野の個別対策

拠点病院及び推進病院は、がん登録実務担当者の研
修の受講促進や病院間の技術的相互支援・訪問調査
等を通じて、がん登録の実施体制の充実に努め、院内
がん登録の精度の向上を図る。

がん診療連携協議会がん登録専門部会
によるがん登録に関する研修会の開催数

個別対策の実施状況
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

１ がんに関する相談支援及び情報提供 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-02

〈H29年度〉
〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

相
〈H29年度〉 〈R元年度〉

相-01

相
〈H29年度〉 〈R元年度〉

連-01

〈H29年度〉
〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

相
〈H29年度〉

〈R元年度〉 現-02

相 ★

相 ★

分野別の個別対策の進捗状況

拠点・推進病院における病理医のネット
ワークの状況（連携協議会）

愛媛県がん相談支援推進協議会が中心となって、総合
的な相談支援体制のあり方等について検討を進め、愛
媛県議会がん対策推進議員連盟が提案する、全市町
へのがんサロン設置との関係にも十分留意しながら、
県民本位の相談支援体制の更なる充実に努める。

推進病院は、院内に相談支援機能を有する窓口を設置
し、相談員を配置するとともに、拠点病院と連携して、患
者、その家族及び地域の医療機関等からの相談等に
対応する体制の充実に努める。

がん相談支援センターを設置する推進病
院の割合

希少がん・難治性がん、小児がん・ＡＹＡ世代のがんな
ど、専門的な対応が必要ながん患者及び家族等に対
し、医療従事者が適切な施設を紹介できるよう、四国が
んセンターの患者・家族総合支援センターの活用等、が
ん診療連携協議会等において、医療従事者等に対する
相談支援体制について検討する。

県がん診療連携協議会がん相談支援専
門部会の活動の状況（相談支援部会）

病理医の不足が深刻化する中、拠点病院及び推進病
院において、速やかに適切な病理コンサルテーションが
受けられるようネットワークの充実を推進する。

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・がん患者やその家族が抱える悩みや不安に対し、必要な時に
適切な相談支援が受けられる
・がん患者やその家族が、速やかに、科学的根拠に基づく正確
かつ必要な情報に到達できる

関係機関の連携による相談支援体制の充実・質の向上

患者・家族総合支援センターのイベント開
催数

四国がんセンターは、「がん患者・家族総合支援セン
ター」において、がん患者とその家族に対する相談機能
の充実や、入院から在宅に移行した後の療養生活の受
け皿となる地域の医療機関に対する支援機能の強化を
図るなど、がん対策に携わる関係者への総合的な支援
体制を構築するなど、県がん診療連携拠点病院として
がん対策の中核的機能を担う。

ピアサポート活動の場を作った拠点病院・
推進病院の割合

拠点病院は、相談支援センターにがん対策情報セン
ター等による研修を修了した専任者を複数人配置する
とともに、院内及び地域の医療従事者の協力を得て、
院内外のがん患者及びその家族並びに地域の住民及
び医療機関等からの様々な相談に対応する体制を整
備するため、相談支援に関し十分な経験を有するがん
患者団体との連携体制の構築に積極的に取り組む。

相

患者サロンを設置する拠点病院・推進病
院の割合

患者・家族総合支援センターの相談件数

県がん相談支援推進協議会の開催数

行政、拠点病院等、患者団体等の各レベルでどのよう
な情報提供と相談支援が適切か明確にし、医療機関、
患者団体、企業等の協力の下、より効果的な体制構築
を進める。

協議会や部会に参加し、課題を共有、検
討した拠点病院・連携病院の割合

拠点病院のがん相談支援センターに配置
されている相談員の研修修了者数

相

がんサロン・患者会の運営支援を行った
拠点病院・推進病院の割合

がんサロンの広報活動を行った拠点病
院・推進病院の割合

拠点病院等においては、患者と医療従事者が交流する
患者サロンが、患者団体及び院内ボランティア等の協
力により実施されている。行政及び拠点病院は、患者
や家族の気持ちに寄り添うこうした取り組みが継続でき
るよう支援に努める。

相
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

１ がんに関する相談支援及び情報提供 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-03

相

(

県

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-03

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・がん患者やその家族が抱える悩みや不安に対し、必要な時に
適切な相談支援が受けられる
・がん患者やその家族が、速やかに、科学的根拠に基づく正確
かつ必要な情報に到達できる

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

がん患者やその家族の保有する不安や悩みを軽減す
るためには、がんを経験した者が当事者としての経験を
踏まえ相談支援を行うことが求められることから、県で
は、引き続き、ピアサポートを推進するための研修を実
施するなど、がん患者・経験者との協働により、ピアサ
ポートの更なる充実に努める。

ピアサポーターの養成数

分野の個別対策

町なかサロンの相談件数

個別対策の実施状況

がん患者やその家族が、がんの療養生活等で生じる不
安を身近な場所で気軽に相談し、様々な分野の情報を
ワンストップで入手できる場として、おれんじの会が運
営する「がんと向き合う人のための町なかサロン」が交
通の便のよい中心市街地に開設されている。引き続
き、ピアサポートに主体的に取り組んできたノウハウの
活用に加え、拠点病院の相談支援センターと連携して、
医療や介護、心理面の悩みなど様々な分野の相談に
対応できる体制を整備し、患者とその家族に対する一
層の相談支援の充実に努める。

町なかサロンのイベント開催数

相

ピアサポート活動の更なる充実
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

１ がんに関する相談支援及び情報提供 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

地域の医療福祉関係者や就労支援等関
係者に向けて、講演会や研修会、施設訪
問（挨拶まわり）等を行った拠点病院・推
進病院の割合

県及び連携協議会は、希少がん、難治性がん、小児が
ん・ＡＹＡ世代のがんなど、特に専門的な対応を要する
など、対応可能な医療機関等が少ないケースについ
て、がんの診断後、速やかに適切な相談場所を案内で
きるよう、関係機関の適切な役割分担を基に、拠点病
院、推進病院、その他精密検査実施医療機関及び相談
支援窓口等の連携体制の構築に取り組む。

相
・
行

県、市町、検診機関及び医療機関等は、がん患者及び
その家族が、がん検診から診断、治療、経過観察に至
るまで、患者・家族が必要とするときに切れ目なく適切
な相談が受けられるよう、患者団体及びがん対策推進
員等のボランティアとも協力し、幅広くがん相談窓口の
周知及び連携の強化に取り組む。

相
・
行

分野別の個別対策の進捗状況

がんサポートサイトえひめの閲覧数

県がん診療連携協議会がん相談支援専
門部会の開催数

県がん診療連携協議会がん相談支援専
門の広報活動の実施回数

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

イベント広報やメディア依頼など、地域住
民へ情報を発信した拠点病院・連携病院
の割合

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・がん患者やその家族が抱える悩みや不安に対し、必要な時に
適切な相談支援が受けられる
・がん患者やその家族が、速やかに、科学的根拠に基づく正確
かつ必要な情報に到達できる

診断早期からの切れ目のない相談支援体制の構築
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

１ がんに関する相談支援及び情報提供 分野の目標

区分 指標№

相
〈H29年度〉 〈R元年度〉

連-01

相
〈H29年度〉 〈R元年度〉

連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
連-01

相 -

相 -

〈H29年度〉
〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉
〈R元年度〉 現-01

相

(

行

)

〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉
他-01

分野別の個別対策の進捗状況

行政、関係機関等による適切な情報発信

相
がんの冊子やリーフレットを設置した拠点
病院・推進病院の割合

全体目標の項目

分　野

個別対策の実施状況

個別目標

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・がん患者やその家族が抱える悩みや不安に対し、必要な時に
適切な相談支援が受けられる
・がん患者やその家族が、速やかに、科学的根拠に基づく正確
かつ必要な情報に到達できる

分野の個別対策

がん対策に取り組む関係機関は、いつでも県民ががん
に関する適切な相談が受けられるよう、健康イベントを
はじめとした幅広い機会をとらえて、がん相談支援窓口
の周知及び相談機会の提供に取り組む。

地域でのイベントに参加した拠点病院・連
携病院の割合

拠点病院及び推進病院は、診断早期のがん患者及び
家族に対して、相談支援窓口の情報を確実に伝え利用
につながる体制を整える。

がん相談支援センターについて個別に説
明し、案内を配布した拠点病院・推進病
院の割合

県は、愛媛県診療連携協議会がん登録部会で進めて
いる『がん登録データを活用した情報提供サイト』作成
等の取組みを支援することにより、愛媛県内のがん治
療に関わるすべての正しい情報をまとめたワンストップ
窓口を整備し、がん患者及びその家族を含む県民が、
いつでも必要な情報が得られる体制を構築する。

がんサポートサイトえひめの閲覧数

県民健康づくり運動推進会議の開催回数

科学的根拠や信頼できる情報に基づく情
報整備・更新した情報を活用した拠点病
院・推進病院の割合

県及び医療機関は、医療機能情報提供制度において、
がんに関する事項を含め、医療機能情報をわかりやす
く提供する。

がんサポートブックえひめなど、地域の療
養情報を活用した拠点病院・推進病院の
割合

愛媛県がん相談支援推進協議会が中心となって、療養
生活における不安や悩みへの対応やがん医療のこと
等、がん患者及びその家族が求める情報を、患者・家
族の視点で取りまとめた冊子等の患者支援ツールを作
成し、科学的根拠に基づく正しい情報の普及に取り組
む。

相

ピンクリボンえひめ協議会による乳がん
予防啓発活動の回数

県は、生活習慣病予防のための県民健康づくり運動
や、ピンクリボンえひめによる乳がんの予防啓発運動
等を通じ、がん対策推進員等のボランティア、市町・検
診機関・企業とも連携し、県民に対するがんに関する正
しい知識の普及啓発に取り組む。

相

(

行

)

県及び医療機関は、医療機能情報提供
制度においてがんに関する事項を含め、
医療機能情報を分かりやすく提供してい
る。

拠点病院及び推進病院は、相談支援センターの人員確
保、院内及び院外への広報、相談支援センター間の情
報共有や協力体制の構築、相談者からフィードバックを
得るなどの取組みを実施するよう努め、県はこうした取
組みを支援する。

県は拠点病院、推進病院の相談支援体
制の構築等のため、拠点病院にがん医
療体制整備事業費補助金の交付してい
る。

緩和ケアチームに、精神症状の緩和に携
わる専門的な知識および技能を有する常
勤の医師を有する拠点病院の割合

がん患者の自殺に関する諸問題に院内
で対応できる拠点病院の割合

拠点病院は、相談支援センターと院内診療科との連携
を強化し、特に精神心理的苦痛を持つ患者とその家族
に対して、専門家による診療を適切な時期に提供する
よう努める。
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（案）

分野別の個別対策の進捗状況

相

(

行

)

-

県は、これまでの第１期、第２期を通した10年間の相談
支援に関する取組みについて、がん患者・家族等を対
象とした実態把握調査を実施し、質的な評価を行うこと
により、相談支援体制の更なる充実と質の向上を図る。

患者体験調査を実施し、中間評価に活用
している。
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

２　緩和ケア 分野の目標

区分 指標№

緩 国-03

緩 ★

緩
〈H29年度〉 〈R元年度〉

県-03

緩
〈H29年度〉 〈R元年度〉

県-03

緩 ★

緩

(

行

)

-

緩 ★

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-02

〈H29年度〉

緩

全体目標の項目

分　野

大学等の教育機関では、実習などを組み込んだ緩和ケ
アの実践的な教育プログラムを策定する他、医師の卒
前教育を担う教育指導者を育成するよう努める。

愛媛大学医学部の取組み（愛媛大学医
学部）

分野の個別対策

医療機関は、患者とその家族が抱える様々な苦痛に対
する全人的なケアを、診断時から提供し、確実に緩和ケ
アを受けられるよう、患者とその家族が抱える苦痛を適
切に汲み上げ、がん性疼痛をはじめとする様々な苦痛
のスクリーニングを診断時から行うなど、緩和ケア提供
体制の充実に取り組む。

緩和ケアチームを有する病院の割合

個別対策の実施状況

拠点病院は、県が四国がんセンターへの委託により設
置した緩和ケアセンターを核として、これまで取り組んで
きた緩和ケア研修会の質の向上を図るため、患者の視
点を取り入れるなど、研修内容の更なる充実を図る。

緩和ケアセンターが主催する緩和ケア研
修会の開催数

拠点病院は、緩和ケア研修会について、がん医療に携
わる医師の他、歯科医師、薬剤師、看護師、歯科衛生
士等の医療従事者も受講しやすい環境づくりと受講の
促進に努める。

緩和ケア研修会への医師及び医師以外
の医療従事者の参加者数

全ての医療従事者は、診断結果や病状を患者及びそ
の家族へ伝える際には、心情に十分に配慮する。

緩和ケアチームに緩和薬物療法に関する
専門資格を有する者を配置している拠点
病院の割合

県は、これまでの緩和ケアの提供に関する取組みにつ
いて、がん患者・家族等を対象とした実態調査を実施
し、質的な評価を行うことにより、緩和ケア提供体制の
更なる充実と質の向上を図る。

患者体験調査を実施し、中間評価に活用
している。

拠点病院等が中心となって、医師をはじめとする医療
従事者の連携を図り、患者とその家族が、緩和ケア
チーム等が提供する専門的な緩和ケアへのアクセスが
容易になるよう改善するとともに、個人・集団カウンセリ
ングなど、患者とその家族や遺族などがいつでも適切
に緩和ケアに関する相談や支援を受けられるよう体制
の充実に努める。

県がん診療連携協議会緩和ケア専門部
会の取組み（緩和ケア部会）

専門的な緩和ケアの質の向上のため、拠点病院が中
心となり、がん看護専門看護師・認定看護師、がん専門
薬剤師、がん病態栄養専門管理栄養士、社会福祉士、
臨床心理士等の育成及び適正配置を図り、緩和ケア
チームや緩和ケア外来の診療機能の向上を図る。

緩和ケアチームに医療心理に関する専門
資格を有する者を配置している拠点病院
の割合

緩和ケアチームに相談支援に関する専門
資格を有する者を配置している拠点病院
の割合

緩和ケアチームに緩和ケアに携わる専門
的な知識及び技能を有する看護師を配置
している推進病院の割合

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がんと診断された時から「全人的な苦痛」に対して、適切に緩和
ケアを受けることにより、苦痛が緩和され、患者とその家族等の
QOLが向上する

がんと診断された時からの緩和ケアの推進

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

２　緩和ケア 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

緩 〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉

〈H29年度〉 〈R元年度〉
現-01
現-02

個別目標

がん性疼痛緩和指導管理料を算定する
拠点病院・推進病院の割合

分野の個別対策

日本サイコオンコロジー学会　登録精神
腫瘍医を配置する拠点病院の割合

精神心理的・社会的苦痛にも対応できるよう、拠点病院
や医師会、薬剤師会、看護協会等は、医師だけでなく、
がん診療に携わる医療従事者に対して、幅広に緩和ケ
ア研修の受講促進に取り組み、基本的な緩和ケアの更
なる普及と実践を推進する。

緩和ケア研修会に参加する職種の状況

個別対策の実施状況

日本診療心理士資格認定協会臨床心理
士を配置する拠点病院の割合

拠点病院は、精神心理的苦痛に対するケアを推進する
ため、サイコオンコロジスト（精神腫瘍医）や臨床心理士
等の心のケアを専門的に行う医療従事者の育成に取り
組む。

緩

心のケアを含む切れ目のない全人的な緩和ケアの提供

医療用麻薬の消費量

がん性疼痛で苦しむ患者をなくすため、関係者等が一
体となって、がん性疼痛の緩和に有効な医療用麻薬等
の適正な使用と普及を図る。

緩

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がんと診断された時から「全人的な苦痛」に対して、適切に緩和
ケアを受けることにより、苦痛が緩和され、患者とその家族等の
QOLが向上する

分野別の個別対策の進捗状況
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

２　緩和ケア 分野の目標

区分 指標№

松山地区
1回

宇和島地区
1回

計2回
〈H29年度〉

西条地区
1回

宇和島地区
1回

計2回
〈R元年度〉

緩-01

今治地区
5回

松山地区
６回

大洲地区
12回

八幡浜地区
で12回

宇和島地区
11回

計46回
〈H29年度〉

今治地区
4回

西条地区
11回

大洲地区
11回

八幡浜・
西条地区

11回
宇和島地区

７回
計44回

〈R元年度〉

緩-01

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標 緩和ケアの意義及び必要性等に関する普及啓発

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がんと診断された時から「全人的な苦痛」に対して、適切に緩和
ケアを受けることにより、苦痛が緩和され、患者とその家族等の
QOLが向上する

県在宅緩和ケア推進協議会による症例
検討会の開催回数

県及びがん診療連携拠点病院等は、緩和ケアの意義
やがんと診断された時からの緩和ケアが必要であるこ
とを、様々な機会をとらえ、県民や医療・福祉従事者な
どに対して幅広く普及啓発する。

緩
・
行

県在宅緩和ケア推進協議会による公開
講座の開催回数

分野の個別対策 個別対策の実施状況
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

３　在宅医療の推進 分野の目標

区分 指標№

緩

今治、松山、
大洲・喜多、
八幡浜、宇
和島の5地

区
〈H29年度〉

今治、西条、
大洲・喜多、
八幡浜、宇
和島の5地

区
※新居浜地
区を新たに
開始の準備

中
〈R元年度〉

緩-01

緩

養成者なし
（総数105

名）
〈H29年度〉

44名修了
（総数149

名）
〈R元年度〉

緩-01

緩

松山地区
1回

宇和島地区
1回

計2回
〈H29年度〉

西条地区
1回

宇和島地区
1回

計2回
〈R元年度〉

緩-01

緩

(

行

)

-

緩

今治地区
５回

松山地区
６回

大洲地区
12回

八幡浜地区
12回

宇和島地区
11回

計46回
〈H29年度〉

今治地区
４回

西条地区
11回

大洲地区
11回

八幡浜、
西条地区

11回
宇和島地区

７回
計44回

〈R元年度〉

緩-01

緩
H29年度 〈R元年度〉

現-01

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がん患者が住み慣れた家庭や地域での治療や療養生活を選
択できる

住み慣れた家庭や地域での療養生活の支援

分野の個別対策

愛媛県在宅緩和ケア推進協議会において、愛媛県在宅
緩和ケア推進モデル事業を継続するとともに、更なる活
動地域の拡大及び全県への普及に努める。

県在宅緩和ケア推進協議会のモデル事
業の地域数

個別対策の実施状況

各地域において、在宅医療に携わる多職種から成る
チームの中核となる在宅緩和ケアコーディネーターを配
置し、かかりつけ医、訪問看護ステーション、後方支援
病院などの参加・協力を得て、在宅医療提供機関の
ネットワーク化と情報共有を推進し、拠点病院等から退
院後、在宅療養となったがん患者を地域全体で支える
仕組みを広める。

在宅緩和ケアコーディネーターの養成者
数

がん患者が入院から在宅療養へと円滑に移行できるよ
う、同協議会において関係機関との連携の下、医療・介
護の連携を見据え、在宅緩和ケアを含む在宅医療等の
提供体制の構築に向け検討を進める。

県在宅緩和ケア推進協議会による症例
検討会の開催回数

がん治療を継続する患者の退院時の調整を円滑に行う
ため、拠点病院等が中心となって、情報提供、相談支
援、服薬管理、在宅療養支援診療所と訪問看護ステー
ション・薬局との連携など、在宅療養の支援に必要な体
制を整備する。

拠点病院における地域連携を推進するた
めの、地域の役割分担に関する他施設合
同会議の開催回数

同協議会、地域の医師会等の関係機関は、地域特性を
活かした在宅緩和ケア推進モデル事業の取組み及び
成果を、広く県民に情報提供するなど、普及啓発に取り
組む。

県在宅緩和ケア推進モデル事業に関す
る公開講座の開催数

県は、四国がんセンターへの委託により専従のがん地
域連携コーディネーターを配置し、がん診療連携拠点病
院と地域の医療機関が連携して治療にあたる地域連携
クリティカルパスの普及や退院後のケアを提供する機
関との調整・支援など、在宅医療を支える体制の支援
及び充実に取り組む。

県では、四国がんセンターへの委託によ
り専従のがん地域連携コーディネーター
を配置し、がん診療連携拠点病院と地域
の医療機関が連携して治療にあたる地域
連携クリティカルパスの普及や退院後の
ケアを提供する機関との調整・支援など、
在宅医療を支える体制の支援及び充実
に取り組んでいる。
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（案）

分野別の個別対策の進捗状況

今治地区
27/345（8%）
松山地区
59/391
（15%）

大洲地区
49/401
（12%）

八幡浜地区
44/736
（17%）

宇和島地区
100/698
（14%）

計279/257
（11%）

〈H29年度〉

今治地区
37/314
（12%）

西条地区
45/602（7%）
大洲地区

19/302（6%）
八幡浜地区
37/573（6%）
宇和島地区

55/429
（13%）

計193/2220
（9%）

〈R元年度〉

緩-01

310(54%)
〈H29年度〉

325(57%)
〈R元年度〉

緩-01

緩

今治、松山、
大洲・喜多、
八幡浜、宇
和島の5地

区
〈H29年度〉

今治、西条、
大洲・喜多、
八幡浜、宇
和島の5地

区
※新居浜地
区を新たに
開始の準備

中
〈R元年度〉

緩-01

緩
〈H29年度〉 〈R元年度〉

連-01

緩

今治地区 3
病院

大洲・喜多
地区 2病院
八幡浜地区

2病院
宇和島地区

8病院
〈H29年度〉

今治地区 3
病院

西条地区 3
病院

大洲・喜多
地区 2病院
八幡浜地区

2病院
宇和島地区

8病院
〈R元年度〉

緩-01

緩
〈H29年度〉 〈R元年度〉

国-04

24時間対応の調剤薬局の数

医薬品等の供給拠点となる薬局の機能強化等により、
在宅医療に必要な医薬品及び医療機器の供給体制の
充実を図る。

緩

県在宅緩和ケア推進協議会による症例
検討会に参加する薬剤師の数

拠点病院等での治療を終え、自宅での療養を希望する
がん患者のニーズに対応するため、がん診療連携拠点
病院等をはじめとする入院医療機関と在宅緩和ケアに
携わる地域の病院・診療所、訪問看護ステーション等が
連携して、在宅での療養生活をサポートする地域連携
体制の構築を図る。

県在宅緩和ケア推進協議会のモデル事
業の地域数

拠点病院及び推進病院等は、地域連携クリティカルパ
スの活用や在宅緩和ケア推進モデル事業を、治療を終
えた患者及びその家族へ紹介するなど、各地域の特性
を踏まえ、患者とその家族が希望する療養場所を選択
でき、切れ目なく質の高い緩和ケアを含む在宅医療・介
護サービスを受けられる体制を実現するよう努める。

拠点病院・推進病院における地域連携ク
リティカルパスの運用件数

訪問看護に従事する看護師の確保を推進するととも
に、在宅で療養するがん患者の疼痛緩和、看取りまで
を含む訪問看護の24時間連絡体制の充実に努める。

24時間対応可能な訪問看護事業所数

拠点病院及び推進病院等は、市町及び地域の医師
会、医療機関等と連携し、在宅療養中のがん患者の病
状の急変時において、緊急に入院の受け入れができる
よう連携・支援体制の充実に努める。

県在宅緩和ケア推進協議会のモデル事
業の地域別バックベッドの数
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

３　在宅医療の推進 分野の目標

区分 指標№

緩

今治地区
５回

松山地区
６回

大洲地区
12回

八幡浜地区
12回

宇和島地区
11回

計46回
〈H29年度〉

今治地区
４回

西条地区
11回

大洲地区
11回

八幡浜・
西条地区

11回
宇和島地区

７回
計44回

〈R元年度〉

緩-01

緩 〈H29年度〉 〈R元年度〉 緩-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

緩

西条地区
１回

大洲地区
３回

八幡浜地区
２回

宇和島地区
２回

計８回
〈H29年度〉

西条地区
１回

大洲地区
２回

八幡浜地区
２回

宇和島地区
２回

計７回
〈R元年度〉

緩-01

緩 〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

分　野

個別目標

分野の個別対策

愛媛県在宅緩和ケア推進協議会及び地域の医師会
は、関係機関との連携の下、地域における在宅緩和ケ
ア提供体制の充実のため、地域で在宅医療に携わる多
職種からなる症例検討会及び研修会等を開催し、課
題・好事例等について共有を図り、関係者の資質の向
上に取り組む。

県在宅緩和ケア推進協議会による症例
検討会の開催回数

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がん患者が住み慣れた家庭や地域での治療や療養生活を選
択できる

多職種協働による在宅緩和ケア提供体制の充実

分野別の個別対策の進捗状況

在宅がん患者の口腔機能管理（口腔ケア）などのため、
歯科診療所との連携体制の充実に努める。

がん患者に対して、周術期の口腔健康管
理や、治療中の副作用・合併症対策、口
腔リハビリテーションなど、必要に応じて
院内又は地域の歯科医師と連携している
拠点病院の割合

緩和ケアに関する地域連携を推進するた
めに、地域の他施設が開催する多職種連
携カンファレンスに参加する拠点病院の
割合

がん性疼痛管理や医療用麻薬に詳しい専門職等の育
成や確保を図るため、拠点病院・推進病院等、医師会、
歯科医師会、薬剤師会、看護協会等が連携して、在宅
緩和ケアの関係者（医師、歯科医師、看護師、薬剤師、
歯科衛生士、介護関係者等）に対する専門的な研修を
実施する。

在宅緩和ケア推進協議会による研修会
の開催回数

当該医療圏において、地域の医療機関や
在宅診療所等の医療・介護従事者とがん
に関する医療提供体制や社会的支援の
あり方について情報を共有し、役割分担
や支援等について議論する場を年１回以
上設けている拠点病院の割合

緩

拠点病院は、在宅緩和ケアを提供する医療機関等と連
携し、医療・福祉従事者に対して、在宅医療・介護に対
する理解を一層深めるとともに、がん患者への医療・介
護サービスについて、よりきめ細かな知識と技術を習得
させるための研修等を実施する。

がん患者が在宅において、適切な緩和ケアと質の高い
医療が受けられるよう、保健所及び市町が調整役とな
り、病診連携をはじめ地域の薬局の参画、訪問看護
サービスの充実、県民への意識の啓発を行い、地域で
支えるネットワークを構築する。

県在宅緩和ケア推進協議会による症例
検討会に保健所又は市町が参加した件
数

個別対策の実施状況

全体目標の項目
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

３　在宅医療の推進 分野の目標

区分 指標№

緩

サポーター
研修2回、

現役コーディ
ネーター検
討会3回

〈H29年度〉

コーディネー
ター養成研
修会１回

サポーター
研修2回、

現役コーディ
ネーター検
討会4回

〈R元年度〉

緩-01

緩 〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がん患者が住み慣れた家庭や地域での治療や療養生活を選
択できる

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

四国がんセンター内に設置された、緩和ケアセンター、
地域医療連携研修センター、患者･家族総合支援セン
ターにおいて、在宅緩和ケアの連携を支える人材の養
成、在宅緩和ケアに携わる医療従事者の支援等に取り
組む。

緩和ケア推進事業（委託事業）での研修
会の開催回数

分野の個別対策

愛媛県在宅緩和ケア推進協議会は、各地域において、
在宅医療に携わる多職種から成るチームの中核となる
在宅緩和ケアコーディネーターを養成するための研修
を開催する。

在宅緩和ケアコーディネーター養成研修
の開催回数

個別対策の実施状況

質の高い在宅緩和ケアを提供できる人材の育成
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

３　在宅医療の推進 分野の目標

区分 指標№

緩
・
行

活動地域の
ケアマネ研
修会等で、
各地域の

コーディネー
ターが在宅
緩和ケア推
進事業の説
明や在宅緩
和ケアコー

ディネーター
の紹介、役
割について
説明、PR。
〈H29年度〉

中予にある
全てのがん
診療拠点病
院に出向
き、各地区
の在宅緩和
ケア推進モ
デル事業の
パンフレット
を持参し、説
明を行い、

コーディネー
ターの役割
や、相談・依
頼方法につ
いて説明。
〈R元年度〉

緩-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

〈R元年度〉 連-01

相
・
緩

★

緩 ★

分野別の個別対策の進捗状況

相
・
緩
・
行

全体目標の項目

分　野

個別目標

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

がん患者が住み慣れた家庭や地域での治療や療養生活を選
択できる

在宅緩和ケアに関する情報提供及び相談支援

地域の医師会、市町等、関係機関は、病状の急変時に
も、早期に適切な医療等が受けられるよう、関係機関と
の連携・支援体制の周知に努める。

（地域連携部会）

分野の個別対策

県及び関係機関は、在宅緩和ケアコーディネーターに
ついて、広く患者・家族及び県民への周知に取り組む。

コーディネーターの啓発についての活動

個別対策の実施状況

拠点病院等は、患者・家族が療養場所の選択肢として
在宅療養を検討できるよう、早期に情報提供を行う。

（地域連携部会）

がん相談支援センターでの社会保障制度
等に関する相談件数

がんサポートサイトえひめ閲覧数

県、市町、拠点病院等、地域の医療機関及び患者団体
等は、様々な不安や負担を抱えるがん患者及び家族の
ために、介護保険制度をはじめ社会保障制度や介護技
術等について情報提供する他、必要なサービスが受け
られるよう相談支援を行う。
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

４ がん患者等の就労を含めた社会的な問
題（サバイバーシップ支援）

分野の目標

区分 指標№

相 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 他-02

★

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-02

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

相

相 県-03

相 県-03

相 県-03

相

(

行

)

県-03

相

(

行

)

四国がんセンターによる県内への展開支
援の取組み（四国がんセンター）

がん患者を含む患者の長期的な経済負担の軽減策に
ついては、国において、治療と仕事の両立等の観点か
ら、傷病手当金の支給要件等の見直しについて、検討
が進められることになっています。県としては、国の対
策の動向を見極めるとともに、県レベルで実施可能な
支援を検討する。

がん患者を含む患者の長期的な経済負
担の軽減策については、国の対策の動向
を見極めるとともに、県レベルで実施可能
な支援を検討する。

拠点病院・推進病院のがん相談支援セン
ターにおける就労支援の相談件数

県は、がん診療連携拠点病院強化事業等により、各が
ん診療連携拠点病院で実施する就労支援等の取組み
が進むよう支援を行う。

県は、拠点病院において就労支援等の取
組みが進むよう、がん医療体制整備事業
費補助金により支援している。

関係機関は、愛媛労働局に設置された「長期療養者就
職支援担当者連絡協議会」及び「愛媛県地域両立支援
チーム」における関係者の議論を踏まえ、それぞれの役
割に応じた対策の実践に取り組むとともに、これらの取
組みや各相談窓口等について、様々な機会を活用し
て、県民や事業主等に対する周知を進める。

長期療養者就職支援担当者連絡協議会
及び愛媛県地域両立支援チーム会議の
開催回数

事業主は、がん患者が働きながら治療や療養できるよ
う、また、家族ががんになった場合でも働き続けられる
よう職場環境の整備に努める。また、職場や採用選考
時にがん患者・経験者が差別を受けることのないよう、
十分に留意する。

治療と仕事の両立宣言企業の認定数

事業主は、それぞれの職場において、治療と仕事との
両立について理解が進み、必要な支援等が得られるよ
う、従業員等に対して研修を実施するなど啓発に努め
る。

治療と仕事の両立宣言企業の認定数

県及び関係機関は、事業者における就労支援及び治
療と仕事との両立支援の取組みが推進されるよう、表
彰制度や助成金等のインセンティブの付与等について
検討を行う。

治療と仕事の両立宣言企業の認定数

おれんじの会への委託事業による就労ア
ドバイザーの派遣回数

拠点病院等は、がん患者の就労や治療と職業生活の
両立を支援するため、相談支援センターにおいて、社会
保険労務士等専門家の協力の下で、相談支援の充実
に努める。

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・職場や地域において、がん患者やその家族の抱える不安等に
対する理解が進む
・がんになっても安心して暮らせる社会を構築する

就労支援・治療と仕事との両立支援の充実

分野別の個別対策の進捗状況

就労支援・両立支援に取り組んだ拠点病
院・推進病院の割合

相

四国がんセンターと愛媛労働局の連携に
よる就労相談の件数

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

がん患者の就労上の課題は様々であるが、特に、病気
の診断を受け治療開始前の早期に退職する患者も多
いことから、診断後、早期に適切な相談支援を受けるこ
とができるよう、支援体制の充実を検討する。

がん相談支援センターにおいて就労支援
相談を受けることができる体制を整えて
いる拠点病院・推進病院の割合

四国がんセンターは、平成25年度から取り組んでいる
就労相談支援事業について、これまでのノウハウをが
ん診療連携協議会を通じ関係機関と共有するなど、県
内における展開への支援に努める。

相
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

４ がん患者等の就労を含めた社会的な問
題（サバイバーシップ支援）

分野の目標

区分 指標№

相

(

行

)

相
・
県

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 が-01

相

(

行

)

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・職場や地域において、がん患者やその家族の抱える不安等に
対する理解が進む
・がんになっても安心して暮らせる社会を構築する

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

国は、拠点病院等におけるがん患者の自殺の実態調
査を行った上で、効果的な介入のあり方について検討
することとしているほか、障害のあるがん患者の実態や
ニーズ、課題を明らかにすることとしており、県は、これ
らの検討の結果を踏まえ、関係機関と連携の下、本県
における対策について検討を行う。

拠点病院等は、生殖機能の温存について、治療開始前
に患者・家族に必要な情報を提供し相談支援を実施す
る体制を整備するほか、卵子等の凍結保存の可能な医
療機関等と連携し、治療後に妊娠・出産を望む患者・家
族の支援にあたる連携体制の整備に努める。

愛媛県がん・生殖医療ネットワークに参
加する拠点病院・推進病院の割合

口腔がんの術後に生じる摂食・嚥下障がい、発音・構音
障がい、外見（アピアランス）の変化等による精神的な
問題等へ適切に対応し、患者の生活の質を維持向上さ
せるため、医科歯科連携による治療体系の確立に努め
る。

県内のがん診療連携登録歯科医数（がん
情報サービス）

アピアランス、生殖機能の温存等の課題については、
拠点病院等の相談支援センター及び患者団体等とも連
携し、県内の支援ニーズを把握した上で、必要な対策を
検討する。

30年度に実態調査を行い検討したところ
であるが、継続して必要な対策を検討す
る。

分野の個別対策

県は、患者満足度調査を実施することにより、可能な限
り、経済面を含む患者負担の実態や支援ニーズの把握
に努め、その結果をもとに、がん患者やその家族が、安
心して療養生活を送ることができるよう、効果的な対策
を検討する。

患者体験調査を実施し、中間評価に活用
している。

個別対策の実施状況

国の調査の状況を踏まえ本県における対
策について検討を行う。

就労以外の社会的な問題への対応
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

５ ライフステージに応じたがん対策（小児、
ＡＹＡ世代、高齢者）

分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

医 〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

〈H29年度〉
〈R元年度〉

現-01

〈H29年度〉
〈R元年度〉

現-01

医
・
相

(

行

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉 相-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

医療提供・相談支援、治療後の長期フォローアップ体制等、関
係機関の連携の下で幅広く支援の充実を図る

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標

小児がん患者とその家族が利用できる宿
泊施設を設置する小児がん連携病院の
割合

医
・
行

院内学級を設置する小児がん連携病院
の割合

小児がん中国・四国ネットワーク会議の
開催回数

小児がん診療病院は、小児がん患者が、速やかに適切
な治療等を受けられるよう、小児がん中国・四国ネット
ワーク及び地域の医療機関とも情報を共有し連携の強
化に努める。

分野の個別対策

小児がん連携病院数

個別対策の実施状況

県、市町及び小児がん診療病院は、関係団体と連携
し、小児がん患者とその家族が、発育時期を可能な限
り、慣れ親しんだ地域に留まり、他の子どもたちと同じ
生活・教育環境の中で医療や支援を受けられるよう環
境整備に努める。

小児がん中国・四国ネットワーク会議の
開催回数

小児がん中国・四国ネットワーク会議に
愛媛県が参加した回数

本県においては、小児がん中国・四国ネットワークに参
加している愛媛大学医学部附属病院、県立中央病院、
松山赤十字病院の３病院（以下「小児がん診療病院」と
いう。）を中心として、小児がん拠点病院である広島大
学病院をはじめとした同ネットワーク参加病院と症例等
を共有しつつ、連携の強化に努め、小児がん医療提供
体制の更なる向上に取り組む。

医

小児・ＡＹＡ世代のがん患者が適切な医療を受けられるための環境整備

がん診療連携協議会集学的専門部会に
よる小児・ＡＹＡ世代がん患者に関するセ
ミナー等の開催回数

ＡＹＡ世代のがん患者は、症例数は少ないが、多様なが
ん種があり、就学、就労、婚姻など世代ごとに固有の課
題を有しており、それぞれに専門的な対応が求められ
ることから、県は、県内の状況の把握に努めるととも
に、国の検討内容等を踏まえ、県がん診療連携協議会
等関係機関と連携し、適切な役割分担の下、本県にお
ける治療・相談支援体制の整備に取り組む。

医
・
相

(

行

)

県、市町等関係機関は、小児がん診療病院が実施す
る、緩和ケアを含む集学的治療の提供、患者とその家
族に対する心理社会的な支援、適切な療育・教育環境
の提供、小児がんに携わる医師等に対する研修の実
施、セカンドオピニオンの体制整備、患者とその家族、
医療従事者に対する相談支援等の体制整備に協力す
る。

県がん相談支援推進協議会の開催数
（県はＡＹＡ世代のがん患者への治療や相談
支援体制の整備について、がん相談支援推
進協議会で検討している。）
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

５ ライフステージに応じたがん対策（小児、
ＡＹＡ世代、高齢者）

分野の目標

区分 指標№

3件
〈H29年度〉

146件
〈R元年度〉

相-01

0件
〈H29年度〉

2件
〈R元年度〉

相-01

2件
〈H29年度〉

1件
〈R元年度〉

相-01

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標 小児・ＡＹＡ世代の患者・家族のための相談支援体制の整備

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

医療提供・相談支援、治療後の長期フォローアップ体制等、関
係機関の連携の下で幅広く支援の充実を図る

ラ・ファミリエによる小児がん患者に関す
る相互交流支援事業の件数

ラ・ファミリエによる小児がん患者に関す
る就労支援の件数

県は、平成27年度から、ＮＰＯ法人ラ・ファミリエを中心と
した、関係団体、事業所等からなるコンソーシアムへの
委託により実施している小児慢性特定疾病児童等自立
支援事業を継続し、引き続き小児がんを含む児童等に
対する、ピアカウンセリングによる相談支援、相互交流
支援、就職支援等に取り組む。

相

(

行

)

分野の個別対策

ラ・ファミリエによる小児がん患者に関す
る相談支援の件数

個別対策の実施状況
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

５ ライフステージに応じたがん対策（小児、
ＡＹＡ世代、高齢者）

分野の目標

区分 指標№

医

相

(

行

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

相-01

1名
〈H29年度〉

9名
〈R元年度〉

相-01

相
・
行

小児がん連携病院は、小児がん患者等
の長期フォローアップが可能な体制を有
するとともに、患者の状態に応じた適切な
治療が必要な場合、自施設において適切
な治療を提供する又は自施設での対応
が難しい場合には、拠点病院等適切な病
院に紹介する体制を整えている。（小児が
ん連携病院の要件）

医療提供・相談支援、治療後の長期フォローアップ体制等、関
係機関の連携の下で幅広く支援の充実を図る

小児・ＡＹＡ世代の患者への切れ目のないフォローアップ体制の充実

県及び関係機関は、小児・ＡＹＡ世代のがん患者が、入
院中だけでなく、外来や在宅においても適切な治療・支
援が受けられるよう環境の整備を検討する。特に、介護
保険サービスが利用できない40歳未満の患者が、在宅
療養を希望する場合に必要となる支援等について検討
する。

令和２年度より若年がん患者在宅療養支
援事業を実施している。

・ラ・ファミリエでは、院内学級のない病院
での長期療養や、退院後の自宅療養など
により教育から長期離脱している子ども
たち、また復学をしたものの学習に遅れ
がちな子どもたち等に学習支援を行って
いる。
・また、相談業務を行いながら必要な支援
を整理し、社会生活や就労について支援
を行ったり、多職種が連携を行いながら
地域で安心して生活が送れるようなネット
ワークづくりを行っている。

小児・ＡＹＡ世代のがん患者について、切れ目のない復
学や就学が可能となるよう、がんの子どもを守る会等関
係機関の連携の下で、必要とされる社会的・経済的な
支援を検討する。

H27年度～R2年度
６件

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

相
・
行

分野別の個別対策の進捗状況

拠点病院・推進病院のがん相談支援セン
ターで、高校生の学習・学校生活に関す
る相談を受けた件数

小児・ＡＹＡ世代のがんは、症例数が少なく専門的な治
療が可能な医療機関が十分に認知されていないことか
ら、地域及び環境によっては直ちに適切な医療機関等
へたどり着くことが困難なことが想定されるため、がん
の診断後、直ちに適切な治療等が受けられるよう、医療
機関及び相談支援窓口等の連携体制の構築に取り組
む。

医
・
相

ラ・ファミリエによる小児がん患者の学習
支援を行った人数

ＡＹＡ世代にあるがん患者に対する治療
療養や就学、就労支援に関する相談に対
応している。または、適切な機関に紹介し
ている拠点病院の割合（現況報告書）

県及び市町は、小児・ＡＹＡ世代のがん患者が、療養中
においても切れ目なく適切な教育を受けられるよう、教
育機関等と連携の下、支援の充実に努める。

（教育委員会との連携）

個別対策の実施状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

小児がん診療病院は、小児がん経験者が安心して暮ら
せるよう、患者とその家族の不安や治療による合併症、
二次がんなどに対応できる長期フォローアップ体制につ
いて、「小児がん治療後の長期フォローアップガイドライ
ン」等を活用しつつ充実を図る。
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

５ ライフステージに応じたがん対策（小児、
ＡＹＡ世代、高齢者）

分野の目標

区分 指標№

医

(

行

)

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

医療提供・相談支援、治療後の長期フォローアップ体制等、関
係機関の連携の下で幅広く支援の充実を図る

分野別の個別対策の進捗状況

分野の個別対策

高齢のがん患者に対するがん医療の提供のあり方及
び高齢のがん患者及びその家族等の意思決定に関す
る支援等については、今後、国が定める診療ガイドライ
ンの内容を踏まえて、ガイドラインの周知・徹底等、関係
機関の連携の下、本県における対策を検討する。

個別対策の実施状況

個別目標

今後、国が定める診療ガイドラインの内
容を踏まえて、ガイドラインの周知・徹底
等、関係機関の連携の下、本県における
対策を検討する。

高齢のがん患者への対策の検討
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

６ がんの教育・普及啓発 分野の目標

区分 指標№

相

(

行

)

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

相
・
行

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

相

(

行

)

分野別の個別対策の進捗状況

個別目標 学校教育における子どもへの健康教育の推進

全体目標の項目

分　野

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・子どもががんに関する正しい知識やがん患者及びその家族等
について正しい認識を持つとともに、命の大切さを学ぶ
・全ての県民が、がんに関する正しい知識を持ち、本人や家族
が、がんに罹患した場合にも適切にがんに向き合える

がん患者及びその家族、がんの経験者、がん医療の専
門家、教育委員会をはじめとする教育関係者、県、市町
等が協力して、児童生徒が、がんに対する知識や予
防、命の大切さに関する理解を深めるための教育活動
を推進する。

がん教育モデル事業の実施回数

学校におけるがん教育の推進に当たっては、「外部講
師を用いたがん教育ガイドライン」等を参照し、小児が
んの当事者や経験者がいる場合、家族にがん患者が
いる場合、家族をがんで亡くした児童生徒等がいる場
合、がん以外の重病・難病の患者・家族がいる場合等
について、十分に配慮するほか、生活習慣が主な原因
とならないがんもあるということについても適切に指導
する。

がん教育にあたる外部講師については、
「外部講師を用いたがん教育ガイドライ
ン」等を参照し、適切に指導できる体制づ
くりを進めていく。

分野の個別対策

子どもに対して適切ながん教育がなされるよう、関係機
関が連携し、専門知識を持つ拠点病院や患者団体等
の外部講師による支援や、教科等横断的な視点による
内容の充実等、がん教育の推進に取り組む。

愛媛県がん教育推進協議会の開催回数

個別対策の実施状況
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

６ がんの教育・普及啓発 分野の目標

区分 指標№

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

連-01

〈H29年度〉 〈R元年度〉 現-01

幅広い関係機関が連携の下、全ての県民が、がんに関
する科学的根拠に基づく正しい知識、及び患者・家族に
対する正しい認識を持ち、本人や家族が、がんに罹患
した場合にも適切に対処できるよう、様々な機会を利用
し、がんに関する正しい知識の普及に取り組む。

相
・
行

県民への普及啓発について、県や市町は、患者団体及
びがん対策推進員等のボランティアとも協働し、がんに
関する正しい知識の普及啓発活動を進めるとともに、民
間団体によって実施されている普及啓発活動を支援す
る。

相

(

行

) 県は、がんに関する正しい知識の普及啓
発のために、地域医療介護総合確保基
金により民間団体を支援している。

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・子どもががんに関する正しい知識やがん患者及びその家族等
について正しい認識を持つとともに、命の大切さを学ぶ
・全ての県民が、がんに関する正しい知識を持ち、本人や家族
が、がんに罹患した場合にも適切にがんに向き合える

県民に対する科学的根拠に基づく正しい知識の普及啓発の推進

分野別の個別対策の進捗状況

緩和ケアやがん教育をはじめとするがん
に関する普及啓発に努めている拠点病院
の割合

行政、医療機関等の関係機関は、ホームページや各窓
口等を通して積極的にがんに関する最新の情報提供に
取り組む。

相
・
行

全体目標の項目

分　野

個別目標

がんサポートサイトえひめの閲覧数

分野の個別対策

県が開催する県民向けのがんに関するセ
ミナーの開催回数

県は、がん相談・支援事業を民間団体に
委託し、がんに関する正しい知識の普及
啓発を行っている。

個別対策の実施状況

拠点病院が開催する県民向けのがんに
関するセミナーの開催回数
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（案）

Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心
して暮らせる地域社会の実現

目　標

６ がんの教育・普及啓発 分野の目標

区分 指標№

県-03

〈H29年度〉 〈R元年度〉 生-02

相
・
行

〈H29年度〉 〈R元年度〉 県-03

相 〈H29年度〉 〈R元年度〉 連-01

・がん患者と家族が住み慣れた地域社会で安心して暮らせる
・がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会
を実現する

・子どもががんに関する正しい知識やがん患者及びその家族等
について正しい認識を持つとともに、命の大切さを学ぶ
・全ての県民が、がんに関する正しい知識を持ち、本人や家族
が、がんに罹患した場合にも適切にがんに向き合える

がん患者・家族に対する正しい認識の普及

分野別の個別対策の進捗状況

全体目標の項目

分　野

個別目標

分野の個別対策

相
・
行

がん患者及びその家族に対して適切な情報を提供する
ため、がん診療連携拠点病院等の相談支援・情報提供
機能を強化するとともに、県や市町は、民間団体によっ
て実施されている相談支援・情報提供活動の支援に努
める。

地域医療介護総合確保基金により、相談
支援・情報提供活動（在宅がん普及啓発
事業）を実施する拠点病院・団体の数

個別対策の実施状況

拠点病院及び推進病院等のがん相談支援センターは、
治療だけでなく社会的な支援制度等についても、がん
患者及びその家族に対して必要な情報を提供するよう
努める。

拠点病院・推進病院のがん相談支援セン
ターの社会的支援制度等に関する相談
件数

受診勧奨時に必要な情報を受診者に伝
えている市町の割合

市町、検診機関、医療機関等は、検診時や診断時等に
おいて、患者及びその家族等に対して、個々のがんに
関して適切な説明を行うとともに、治療・療養生活等の
支援のため、がん相談支援センター等の相談窓口につ
いて情報提供を行う。

がん検診の受診者にがん相談支援セン
ター等の相談窓口について情報提供して
いる市町の割合
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（案）

○中間評価指標出典一覧

指標№ 出典 調査実施機関

患 平成30年度患者体験調査 国立がん研究センター

国-01 国民生活基礎調査 厚生労働省

国-02 人口動態統計調査 厚生労働省

国-03 医療施設調査（平成29年度） 厚生労働省

国-04 保険医療機関届出受理状況 四国厚生支局

が-01 国立がん研究センターがん情報サービス 国立がん研究センター

県-01 愛媛県県民健康調査（平成27年度） 愛媛県健康増進課

県-02 愛媛県環境資源・健康状況調査（平成27年度） 愛媛県健康増進課

県-03 愛媛県調べ 愛媛県健康増進課

現-01 がん診療連携拠点病院現況報告 厚生労働省

現-02 がん診療連携推進病院現況報告 愛媛県健康増進課

生-01 県生活習慣病予防協議会調べ 県生活習慣病予防協議会

生-02 市区町村におけるがん検診チェックリスト 国立がん研究センター

生-03 がん検診実施状況調査 国立がん研究センター

緩-01 県在宅緩和ケア推進協議会調べ 県在宅緩和ケア推進協議会

相-01 県がん相談支援推進協議会調べ 県がん相談支援推進協議会

連-01 県がん診療連携協議会調べ 県がん診療連携協議会

連-02 県がん診療連携協議会がん相談支援専門部会チェックリスト 県がん診療連携協議会相談支援専門部会

連-03 がん登録でみる愛媛県のがん診療 県がん診療連携協議会がん登録部会

登-01 全国がん登録 厚生労働省

登-02 愛媛県地域がん登録 愛媛県健康増進課

登-03 がん診療連携拠点病院院内がん登録2010-2011年5年生存率集計） 国立がん研究センター

他-01 ピンクリボンえひめ協議会調べ ピンクリボンえひめ協議会

他-02 四国がんセンター調べ 四国がんセンター

他-03 NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会調べ NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会
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指標 用いる調査

1001 がんの年齢調整死亡率 がん登録・統計

1002 がん種別の年齢調整死亡率の変化 がん登録・統計

1003 がんの年齢調整罹患率 がん登録・統計

1004 がん種別の年齢調整罹患率の変化 がん登録・統計

1011 成人喫煙率 国民健康・栄養調査

1012 未成年喫煙率 厚生労働科学研究

1013 妊娠中の喫煙率 厚生労働科学研究

1014 禁煙希望者の割合 国民健康・栄養調査

1015 望まない受動喫煙の機会を有する者の割合 国民健康・栄養調査

1016 ハイリスク飲酒者の割合 国民健康・栄養調査

1017 運動習慣のある者の割合 国民健康・栄養調査

1018 適正体重を維持している者の割合 国民健康・栄養調査

1019 食塩摂取量 国民健康・栄養調査

1020 野菜・果物の摂取量 国民健康・栄養調査

1021 野菜・果物の摂取不足の者の割合 国民健康・栄養調査

参１ B型・C型肝炎ウイルス感染率 厚生労働科学研究

参２ B型・C型肝炎ウイルス検査受検率 厚生労働科学研究

参３ B型肝炎定期予防接種実施率 地域保健・健康増進事業報告

参４ ヒトT細胞白血病ウイルス１型感染率 AMED

1031 がん検診受診率 国民生活基礎調査

参５ コールリコールを実施している市区町村の割合 市区町村におけるがん検診の実施状況調査

1032 精密検査受診率 地域保健・健康増進事業報告

参６ 精密検査未把握率 地域保健・健康増進事業報告

参７ 精密検査未受診率 地域保健・健康増進事業報告

1033 指針に基づくがん検診を実施している市区町村の割合 市区町村におけるがん検診の実施状況調査

参８ 指針に基づかないがん検診を実施している市区町村の割合 市区町村におけるがん検診の実施状況調査

1034 市町村用がん検診チェックリスト実施率（全国、全項目） 全国がん検診実施状況データブック 

2001 がんの5年生存率 がん登録・統計

2002 がんの年齢調整死亡率 がん登録・統計

2003 医療が進歩していることを実感している患者の割合 患者体験調査（成人問41-1、小児問40-1）

2004 納得のいく治療を受けられたがん患者の割合 患者体験調査（成人問20-10）

2005 がんの診断・治療全体の総合的評価 患者体験調査（成人問23、小児問25）

2006 医療従事者が耳を傾けてくれたと感じた患者の割合 患者体験調査（成人問20-4、小児問20-4）

2011 がんゲノム医療中核拠点病院等の数 現況報告（がんゲノム）

2012 がんゲノム医療中核拠点病院等が整備されている都道府県数 現況報告（がんゲノム）

がんゲノム医療中核拠点病院等における診療従事者

2013 　・遺伝医学に関する専門的な知識及び技能を有する医師数（臨床遺伝専門医） 現況報告（がんゲノム）

2014 　・遺伝医学に関する専門的な遺伝カウンセリング技術を有する者の数（認定遺伝カウンセラー） 現況報告（がんゲノム）

2015 　・遺伝カウンセリング等を行う部門につないだりする者の数（がんゲノム医療コーディネーター） 現況報告（がんゲノム）

2016 　・薬物療法に専門的な知識及び技能を有する医師の数 現況報告（がんゲノム）

がんゲノム医療中核拠点病院等における診療実績

2017 　・遺伝子パネル検査を受けた患者数 現況報告（がんゲノム）

2018 　・遺伝カウンセリングを実施した患者数 現況報告（がんゲノム）

2019 がんゲノム情報管理センターに登録された患者数 がんゲノム情報管理センターによる調査

2020 ゲノム情報を活用したがん医療についてがん患者が必要な情報を取得できた割合 患者体験調査（問34）、世論調査

2021 標準的治療の実施割合 院内がん登録DPCデータ

2022 がんの5年生存率（再掲） がん登録・統計

2023 医療が進歩していることを実感した患者の割合（再掲） 患者体験調査（成人問41-1、小児問40-1）

2024 納得のいく治療選択ができたがん患者の割合（再掲） 患者体験調査（成人問20-10）

2025 がん治療前に、セカンドオピニオンに関する話を受けたがん患者の割合 患者体験調査（成人問13）

2026 がんの診断・治療全体の総合的評価（再掲） 患者体験調査（成人問23、小児問25）

2027 診療ガイドラインの数 EBM普及推進事業

2028 患者用診療ガイドラインの数 EBM普及推進事業

2031 がんの鏡視下手術（保険診療に係るもの）の割合 院内がん登録DPCデータ

2032 拠点病院における５大がん患者の術後30日以内の死亡率 院内がん登録DPCデータ

2033 外来放射線照射診療料をとっている拠点病院の割合 現況報告

2034 直線加速器による定位放射線治療加算をとっている拠点病院の割合 現況報告

2035 ＩＭＲＴ加算をとっている拠点病院の割合 院内がん登録DPCデータ、現況報告

2036 放射線治療専門医が常勤で配置されている拠点病院の割合 現況報告

2037 自施設で核医学治療を実施している拠点病院の割合 院内がん登録DPCデータ

2038 緩和ケア研修修了者数（医師・医師以外） がん等における新たな緩和ケア研修等事業

2039 転移・再発5大がん患者の化学療法を内科医が担当している拠点病院の割合 現況報告

2040 がん専門薬剤師またはがん薬物療法認定薬剤師が配置されている拠点病院の割合 現況報告

2041 1拠点病院あたりの、がん薬物療法専門医数 現況報告

2042 臨床研究または先進医療の枠組みで免疫療法を実施している拠点病院の割合 現況報告

2043 科学的根拠を有する免疫療法について国民が必要な情報を取得できている割合 世論調査

2051 専門チームを整備し、がん患者に関してコンサルテーションを行っている拠点病院の割合 現況報告

2052 緩和ケアチームを設置している病院の割合 医療施設調査

2053 拠点病院以外の病院で緩和ケアチームの新規介入患者数が、年間50件以上の病院数 厚生労働科学研究

2054 がん診療を統括する診療部（腫瘍センター等）が設置されている拠点病院の割合 現況報告

2055 主治医以外にも相談しやすいスタッフがいた患者の割合 患者体験調査（成人問20-9、小児問20-8）

2056 1拠点病院あたりのキャンサーボード開催数 現況報告

2061 リハビリテーション専門医が配置されている拠点病院の割合 現況報告

2062 拠点病院に通院・入院中のがん患者でリハビリテーションを受けた患者の割合 院内がん登録ＤＰＣデータ

2063 がんリハビリテーション研修プログラムを修了している医療従事者の人数 厚生労働科学研究

2071 拠点病院において支持療法に関する標準診療を実施された患者の割合 院内がん登録ＤＰＣデータ

2072 支持療法に関する標準診療を実施している医師の割合 厚生労働科学研究

2073 支持療法に関するガイドラインの数 EBM普及推進事業

2074 治療による副作用の見通しを持てた患者の割合 患者体験調査（成人問20-2、小児問20-2）

2075 身体的なつらさがある時に、すぐに医療スタッフに相談ができると思う患者の割合 患者体験調査（成人問35-5）

１、科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実～がんを知り、がんを予防する～

全体目標

（１）がんの一次予防

①生活習慣について

②感染症対策について

（２）がんの早期発見及びがん検診

①受診率向上対策について

②がん検診の精度管理などについて

③職域におけるがん検診について

２　患者本位のがん医療の実現～適切な医療を受けられる体制を充実させる～

全体目標

（１）がんゲノム医療

（２）がんの手術療法、放射線療法、薬物療法及び免疫療法の充実

①がん医療提供体制について（医療提供体制の均てん化・集約化、医療安全、制度の持続可能性等）

②各治療法について（手術療法、放射線療法、薬物療法及び免疫療法）

（ア）手術療法について

（イ）放射線療法について

（ウ）薬物療法について

（エ）科学的根拠を有する免疫療法について

（３）チーム医療の推進

（４）がんのリハビリテーション

（５）支持療法の推進

第３期がん対策推進基本計画中間評価指標一覧
第74回がん対策推進協議会
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指標 用いる調査

2076 外見の変化に関する相談ができた患者の割合 患者体験調査（成人問22、小児問22）

2077 リンパ浮腫外来が設置されている拠点病院の割合 現況報告

2078 ストーマ外来が設置されている拠点病院の割合 現況報告

2081 希少がん情報公開専門施設における公開がん種数 国立がん研究センターがん情報サービス

2082 希少がん患者の初診から診断までの時間、診断から治療開始までの時間 患者体験調査（成人問10、11）

2083 希少がんについて、専門的な医療を受けられたと感じているがん患者の割合 患者体験調査（成人問20-8）

2091 小児がん患者の３年生存率 院内がん登録

2092 ＡＹＡ世代で発症したがん患者の３年生存率 院内がん登録

2093 治療開始前に、生殖機能への影響に関する説明を受けたがん患者・家族の割合 患者体験調査　（成人問16、小児問13） 

2101 常勤の病理専門医が１名以上配置されている拠点病院の割合 現況報告

2111 全国がん登録の精度指標としてのMI比・％DCO 全国がん登録

2121 臨床試験・治験に関する窓口がある拠点病院の割合 現況報告

2122 抗がん剤に関する治験の数 ＰＭＤＡ

2123 アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発 厚生労働省・ＰＭＤＡ

3001 自分らしい日常生活が送ることができていると感じるがん患者の割合 患者体験調査（成人問35-7）

3002 がん診断～治療開始前に病気や療養生活について相談できたと感じるがん患者の割合 患者体験調査(成人問12)

3003 家族の悩みや負担を相談できる支援が十分であると感じているがん患者・家族の割合 患者体験調査（成人問30-2、小児問40-2）

3011 心のつらさがあるときに、すぐに医療スタッフに相談できると感じている患者の割合 患者体験調査（成人問35-6）

3012 身体的な苦痛を抱えるがん患者の割合 患者体験調査（成人問36-2）

3013 精神心理的な苦痛を抱えるがん患者の割合 患者体験調査(成人問36-4)

3014 身体的・精神心理的な苦痛により日常生活に支障を来しているがん患者の割合 患者体験調査(成人問36-5)

3015 療養生活の最終段階において、身体的な苦痛を抱えるがん患者の割合 がん患者の療養生活の最終段階における実態把握事業

3016 療養生活の最終段階において、精神心理的な苦痛を抱えるがん患者の割合 がん患者の療養生活の最終段階における実態把握事業

3017 緩和ケア研修修了者数（医師・医師以外） がん等における新たな緩和ケア研修等事業

3018 国民の緩和ケアに関する認識 世論調査

3019 国民の医療用麻薬に関する認識 世論調査

3021 がんと診断～治療開始まで、病気や療養生活について相談できたと感じるがん患者の割合（再掲） 患者体験調査(成人問12)

3022 家族の悩みや負担を相談できる支援が十分であると感じているがん患者の割合 患者体験調査（成人問30-2、小児問40-2）

3023 がん相談支援センター/相談支援センターについて知っているがん患者・家族の割合 患者体験調査（成人問31、小児問41）

3024 ピアサポーターについて知っているがん患者の割合 患者体験調査（成人問32）

3025 がん情報サービスにアクセスし、探していた情報にたどり着くことができた者の割合 国立がん研究センターがん情報サービス

3026 がん情報サービスにおける点字資料、音声資料数、資料の更新数 国立がん研究センターがん情報サービス

3031 １拠点病院あたりの地域連携推進のための多施設合同会議の開催数 現況報告

3032 がん治療前に、セカンドオピニオンに関する話を受けたがん患者の割合（再掲） 患者体験調査（成人問13）

3033 在宅で亡くなったがん患者の医療に対する満足度 がん患者の療養生活の最終段階における実態把握事業

3034 望んだ場所で過ごせたがん患者の割合 がん患者の療養生活の最終段階における実態把握事業

3041 治療開始前に、就労継続について説明を受けたがん患者の割合 患者体験調査（成人問28）

3042 がんと診断後も仕事を継続していたがん患者の割合 患者体験調査（成人問29-1）

3043 退職したがん患者のうち、がん治療の開始前までに退職した者の割合 患者体験調査（成人問29-3）

3044 ハローワークと連携した就職支援を行っている拠点病院等の数 長期療養者に対する就職支援事業

3045 がん相談支援センターにおける就労に関する相談件数 現況報告

3046 治療と仕事を両立するための社内制度等を利用した患者の割合 患者体験調査（成人問27）

3047 治療と仕事を両立するための勤務上の配慮がなされているがん患者の割合 患者体験調査（成人問26-1）

3048 外見の変化に関する相談ができたがん患者の割合（再掲） 患者体験調査（成人問22、小児問22）

3049 治療開始前に、生殖機能への影響に関する説明を受けたがん患者・家族の割合（再掲） 患者体験調査（成人問16 小児問13）

3050 がん患者の自殺数 革新的がん自殺研究推進プログラム

3051 （小児がん拠点病院＋小児がん連携病院のうち）院内学級体制・宿泊施設を整備している施設の割合 現況報告（小児）

3052 治療開始前に、教育支援等について、医療従事者から説明を受けたがん患者・家族の割合 患者体験調査（小児問37）

3053 治療中に、学校・教育関係者から、治療と教育の両立に関する支援を受けた家族の割合 患者体験調査（小児問39）

3054 家族の悩みや負担を相談できる支援が十分であると感じているがん患者・家族の割合（再掲） 患者体験調査（成人問30-2、小児問40-2）

4001 都道府県がん対策推進計画の策定過程におけるがん患者を代表する者の参加割合 厚生労働省

4011 日本発の治療薬の創出に向けて実施された治験の数 JCRP現況報告

4012 日本発の診断薬の創出に向けて実施された治験の数 JCRP現況報告

4013 日本発の医療機器の創出に向けて実施された治験の数 JCRP現況報告

4014 日本臨床研究実施計画・研究概要公開システム（JRCT）に登録されたジャパンキャンサーリサーチプロジェクトの研究数 JRCT、AMED

4021 緩和ケア研修修了者数（医師・医師以外） がん等における新たな緩和ケア研修等事業

4022 がんゲノム医療コーディネーター研修会参加人数 がんのゲノム医療従事者研修事業

4023 小児・ＡＹＡ世代のがんの長期フォローアップに関する研修会参加人数 小児・ＡＹＡ世代の長期フォローアップ体制整備事業

4024 緩和ケアに特化した講座を設置している大学の数 文部科学省

4031 外部講師を活用してがん教育を実施した学校の割合 がん教育実施状況調査

4032 がん相談支援センター/相談支援センターを知っている患者・家族の数（再掲） 患者体験調査（成人問31、小児問41）

4033 がん対策推進企業アクションの参加企業数 厚生労働省

③高齢者のがんについて

（６）希少がん及び難治性がん対策（それぞれのがんの特性に応じた対策）

①希少がんについて

②難治性がんについて

（７）小児がん、AYA世代のがん及び高齢者のがん対策

①小児がんについて

②AYA世代のがんについて

（８）病理診断

（９）がん登録

（１０）医薬品・医療機器の早期開発・承認等に向けた取組

3. 尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築～がんになっても自分らしく生きることのできる地域共生社会を実現する～

全体目標

（１） がんと診断された時からの緩和ケアの推進

①緩和ケアの提供について

② 緩和ケア研修会について

③普及啓発について

（５）ライフステージに応じたがん対策

（２）相談支援及び情報提供

① 相談支援について

②情報提供について

（３） 社会連携に基づくがん対策・がん患者支援

①拠点病院等と地域との連携について

②在宅緩和ケアについて

（４） がん患者等の就労を含めた社会的な問題（サバイバーシップ支援 ）

① 就労支援について

(ア) 医療機関等における就労支援について

(イ) 職場や地域における就労支援について

② 就労以外の社会的な問題について

① 小児・ＡＹＡ世代について

②高齢者について

4. これらを支える基盤の整備

（１） がん研究

（２） 人材育成

（３） がん教育・がんに関する知識の普及啓発

全体目標

（第73回がん対策推進協議会 資料６一部改変）



患者体験調査結果

問2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 本人 221 81.9% 4712 81.9% 384311 78.4%
2 家族 48 17.8% 1022 17.8% 102378 20.9%
3 その他 0 0.0% 0 0.0% 970 0.2%
無回答 1 0.4% 22 0.4% 2520 0.5%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問2b

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 本人の体調がよくないため 5 10.4% 112 11.0% 10753 10.5%

2
体調不良ではないが、高齢であるた
め

3 6.3% 63 6.2% 18520 18.1%

3 亡くなっているため 35 72.9% 744 72.8% 66613 65.1%
4 その他 4 8.3% 81 7.9% 5274 5.2%
無回答 1 2.1% 22 2.1% 1219 1.2%
合計 100.0% 1022 100.0% 102378 100.0%

問3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 男性 138 51.1% 2945 51.2% 261120 53.3%
2 女性 130 48.1% 2782 48.3% 226455 46.2%
無回答 2 0.7% 28 0.5% 2602 0.5%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問6

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 治療した 262 97.0% 5591 97.1% 476008 97.1%
2 治療しなかった 6 2.2% 130 2.3% 11788 2.4%
無回答 2 0.7% 34 0.6% 2381 0.5%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問6a

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 手術 193 73.7% 4132 73.9% 335318 70.4%
2 内視鏡治療 52 19.8% 1173 21.0% 83738 17.6%

3
化学療法（分子標的薬／免疫療法含
む）

80 30.5% 1729 30.9% 153153 32.2%

4 ホルモン療法 31 11.8% 780 14.0% 62533 13.1%
5 放射線療法 58 22.1% 1291 23.1% 118660 24.9%
6 緩和ケア 16 6.1% 339 6.1% 29669 6.2%
7 その他 4 1.5% 81 1.4% 9781 2.1%
無回答 1 0.4% 20 0.4% 5799 1.2%
*複数回答設問

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）粗解析値 補正値

当てはまる治療すべてに○を付けてください
（対象：問６で「治療した」と回答した人のうち）

記⼊者はどなたですか (a-c のうち１つをお選びください)

問1で調査に参加することを同意したもののうち、「問5.がんと診断されたことがあります
か」において「ある」と回答した人の回答分布（問2～4,6～36）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

家族が回答される理由をお答えください（○は１つ）
(対象：問２で「家族」と回答した人のうち)

がんと診断されてからこれまで受けたがんの治療についてお答えください（a も
しくはb をお選びください）（２種類以上のがんについて治療された場合には、
直近のものについてお答えください）

患者さんの性別をお答えください（○は１つ）

【問６～３５は、がんと診断されたことがある方について伺います。
回答者が患者さんご本人でない場合も、わかる範囲で患者さんについてお答えください。

（対象：問5で「ある」と回答した人のうち）】

取扱注意



問7

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 治療が終了し、通院も終了している 17 6.3% 383 6.7% 39773 8.1%

2
治療を終了したが、経過観察のため
通院している

154 57.0% 3173 55.1% 271643 55.4%

3 治療中 58 21.5% 1349 23.4% 97780 19.9%
4 治療していない 3 1.1% 58 1.0% 4299 0.9%
5 その他 36 13.3% 758 13.2% 67072 13.7%
無回答 2 0.7% 34 0.6% 9611 2.0%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問7c

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 手術 7 12.1% 164 12.2% 12098 12.4%
2 内視鏡治療 5 8.6% 105 7.8% 5108 5.2%

3
化学療法（分子標的薬／免疫療法含
む）

18 31.0% 412 30.5% 38375 39.2%

4 ホルモン療法 31 53.4% 755 56.0% 44507 45.5%
5 放射線療法 5 8.6% 95 7.0% 5237 5.4%
6 緩和ケア 0 0.0% 0 0.0% 3871 4.0%
7 その他 4 6.9% 81 6.0% 6556 6.7%
無回答 0 0.0% 0 0.0% 24 0.0%
*複数回答設問

問8

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 乳がん 44 16.3% 1063 18.5% 67321 13.7%
2 大腸（結腸・直腸）がん 35 13.0% 819 14.2% 83948 17.1%
3 胃がん 36 13.3% 795 13.8% 79742 16.3%
4 肺がん 45 16.7% 1049 18.2% 65568 13.4%
5 肝臓がん 16 5.9% 303 5.3% 23112 4.7%
6 前立腺がん 26 9.6% 553 9.6% 53899 11.0%
7 子宮がん（頸がん・体がん） 17 6.3% 359 6.2% 22703 4.6%
8 卵巣がん 6 2.2% 106 1.8% 9683 2.0%
9 食道がん 2 0.7% 48 0.8% 17953 3.7%
10 すい臓がん 9 3.3% 212 3.7% 12904 2.6%
11 口腔・咽頭・喉頭がん 15 5.6% 255 4.4% 18367 3.7%
12 甲状腺がん 9 3.3% 125 2.2% 9903 2.0%
13 悪性リンパ腫・白血病 19 7.0% 361 6.3% 32994 6.7%
14 骨・軟部肉腫 3 1.1% 63 1.1% 5021 1.0%
15 脳腫瘍 6 2.2% 138 2.4% 4910 1.0%
16 膀胱がん 7 2.6% 157 2.7% 13755 2.8%
17 精巣がん 1 0.4% 5 0.1% 1459 0.3%
18 原発不明がん 2 0.7% 37 0.6% 3332 0.7%
19 その他 15 5.6% 252 4.4% 38346 7.8%

無回答 4 1.5% 75 1.3% 9731 2.0%
*複数回答設問

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）補正値

粗解析値 補正値

患者さんの現在のがん治療についてお答えください。(a-e のうち１つをお選びく
ださい)
（２種類以上のがんについて治療された場合には、直近のものについてお答えく
ださい）

最近5年間で診断されたがんの種類（原発巣）をお答え下さい。（２種類以上の場
合は、当てはまるものすべてに○をつけた上で、直近のものに◎をつけてくださ
い（再発も含む））

当てはまる治療すべてに○を付けてください
（対象：問７で「治療中」と回答した人のうち）

粗解析値 補正値

粗解析値

取扱注意



問9

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 0期 7 2.6% 170 3.0% 28713 5.9%
2 1期 94 34.8% 2042 35.5% 138653 28.3%
3 2期 43 15.9% 973 16.9% 83839 17.1%
4 3期 31 11.5% 698 12.1% 66229 13.5%
5 4期 40 14.8% 841 14.6% 74347 15.2%
6 わからない 48 17.8% 887 15.4% 84015 17.1%
無回答 7 2.6% 145 2.5% 14382 2.9%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問10

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 2週間未満 98 36.3% 2296 39.9% 196832 40.2%
2 2週間以上1か月未満 75 27.8% 1576 27.4% 132084 26.9%
3 1か月以上3か月未満 35 13.0% 734 12.7% 72615 14.8%
4 3か月以上6か月未満 17 6.3% 331 5.8% 25498 5.2%
5 6か月以上 26 9.6% 460 8.0% 33014 6.7%
6 わからない 12 4.4% 212 3.7% 16221 3.3%

無回答 7 2.6% 146 2.5% 13913 2.8%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問11

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 診断される前に治療が開始された 10 3.7% 145 2.5% 12018 2.5%
2 2週間未満 78 28.9% 1661 28.9% 141304 28.8%
3 2週間以上1か月未満 89 33.0% 1979 34.4% 150618 30.7%
4 1か月以上3か月未満 63 23.3% 1358 23.6% 125066 25.5%
5 3か月以上6か月未満 9 3.3% 200 3.5% 20491 4.2%
6 6か月以上 4 1.5% 96 1.7% 7451 1.5%
7 治療なし 5 1.9% 96 1.7% 11833 2.4%
8 わからない 5 1.9% 68 1.2% 8947 1.8%

無回答 7 2.6% 153 2.7% 12450 2.5%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問12

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 相談を必要としなかった 45 17.6% 959 17.4% 90814 19.5%

2 相談が必要だったが、できなかった 8 3.1% 160 2.9% 16717 3.6%

3 相談できた 195 76.5% 4205 76.2% 347102 74.4%
無回答 7 2.7% 191 3.5% 11694 2.5%

合計 255 100% 5515 100.0% 466327 100.0%

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値 全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

診断された時のがんの進⾏度（ステージ）をお答えください。不確定であった場
合でも、最も近いものをお答えください。なお、複数回がんと診断されたことが
ある場合は、直近に診断されたものについてお答え下さい (○は1 つ)

なんらかの症状や検診で異常があって初めて病院・診療所を受診した⽇から、医
師からがんと説明(確定診断）されるまで、おおよそどのくらいの時間がかかりま
したか（○は１つ）

医師からがんと説明（確定診断）されてから、最初の治療が始まるまで、おおよ
そどのくらいの時間がかかりましたか（○は１つ）

がんと診断されてから治療を始める前の間に、病気のことや療養⽣活に関して誰
かに相談することができましたか(a-c のうちお⼀つをお選び下さい)（対象：問
11で「a.診断される前に治療が開始されていた」、もしくは、「g.治療なし」と
回答した人は除外）

取扱注意



問12ｃ

回答数 % 代表数 ％ 代表数 ％
1 主治医 121 62.1% 2612 62.1% 231537 66.7%
2 看護師 30 15.4% 668 15.9% 34192 9.9%
3 医師、看護師以外の医療スタッフ 14 7.2% 207 4.9% 25720 7.4%
4 がん相談支援センターの担当者 10 5.1% 216 5.1% 13371 3.9%
5 自分の家族 150 76.9% 3237 77.0% 241632 69.6%
6 友人 27 13.8% 565 13.4% 45743 13.2%
7 他のがん患者（患者団体を含む） 4 2.1% 97 2.3% 10260 3.0%

8
インターネットの相談（質問）サイ
ト

3 1.5% 90 2.1% 6366 1.8%

9 その他 2 1.0% 26 0.6% 5106 1.5%
無回答 0 0.0% 0 0.0% 807 0.2%
*複数回答設問

問13

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 話があった 95 37.3% 2132 38.7% 155675 33.4%
2 話はなかった 146 57.3% 3041 55.1% 289885 62.2%

無回答 14 5.5% 342 6.2% 20767 4.5%
合計 255 100% 5515 100.0% 466327 100.0%

問13ｂ

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 特に何もしなかった 113 77.4% 2480 81.6% 234430 80.9%

2
自分や家族からセカンドオピニオン
について尋ねた

14 9.6% 218 7.2% 23570 8.1%

無回答 19 13.0% 342 11.3% 31886 11.0%
合計 146 100% 3041 100.0% 289885 100.0%

問14

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 受けた 45 17.6% 952 17.3% 83152 17.8%
2 受けなかった 186 72.9% 4035 73.2% 343091 73.6%
3 わからない 10 3.9% 223 4.0% 14859 3.2%

無回答 14 5.5% 306 5.5% 25225 5.4%
合計 255 100% 5515 100.0% 466327 100.0%

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

誰に相談しましたか（相談した⼈すべてに○を付けてください）
（対象：問12で「相談できた」と回答した人のうち）

がんの治療が始まる前に、担当医からセカンドオピニオンについて話がありまし
たか
(a もしくはb をお選び下さい)
（対象：問11で「a.診断される前に治療が開始されていた」、もしくは、「g.治
療なし」と回答した人は除外）

その後、どのようにされましたか（○は１つ）
（対象：問13で「話がなかった」と回答した人のうち）

実際にセカンドオピニオンを受けましたか（○は１つ）
（対象：問11で「a.診断される前に治療が開始されていた」、もしくは、「g.治
療なし」と回答した人は除外）

取扱注意



問15

問15-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 11 4.3% 208 3.8% 19340 4.1%
2 どちらともいえない 18 7.1% 359 6.5% 30428 6.5%
3 ややそう思う 34 13.3% 674 12.2% 59891 12.8%
4 ある程度そう思う 108 42.4% 2371 43.0% 202235 43.4%
5 とてもそう思う 64 25.1% 1444 26.2% 126505 27.1%

無回答 20 7.8% 458 8.3% 27929 6.0%
合計 255 100% 5515 100.0% 466327 100.0%

問15-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 9 3.5% 160 2.9% 15198 3.3%
2 どちらともいえない 12 4.7% 235 4.3% 25349 5.4%
3 ややそう思う 29 11.4% 631 11.4% 50954 10.9%
4 ある程度そう思う 105 41.2% 2216 40.2% 170701 36.6%
5 とてもそう思う 84 32.9% 1895 34.4% 173831 37.3%

無回答 16 6.3% 378 6.9% 30292 6.5%
合計 255 100% 5515 100.0% 466327 100.0%

問16

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 説明はされていない 182 68.7% 3957 69.9% 353351 73.9%
2 説明があった 37 14.0% 717 12.7% 46058 9.6%
3 わからない 18 6.8% 367 6.5% 33212 6.9%

無回答 28 10.6% 619 10.9% 45724 9.6%
合計 265 100% 5660 100.0% 478345 100.0%

問16-a

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 必要としていた 6 3.3% 115 2.9% 17637 5.0%
2 必要としていなかった 167 91.8% 3622 91.5% 316141 89.5%

無回答 9 4.9% 220 5.5% 19574 5.5%
合計 182 100% 3957 100.0% 353351 100.0%

問16-b

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1 不妊の影響はない、という説明を受けた 6 16.2% 138 19.2% 5671 12.3%

2
不妊の影響があり、具体的な予防・温存
の方法まで説明があった

14 37.8% 220 30.8% 13195 28.6%

3
不妊の影響があるが、予防・温存の方法
は存在しないと説明があった

4 10.8% 44 6.1% 5102 11.1%

4
不妊の影響がある、という説明はあった
が予防・温存の具体的方法までは説明
がなかった

6 16.2% 170 23.8% 10718 23.3%

5 わからない 6 16.2% 123 17.2% 7990 17.3%

無回答 1 2.7% 22 3.0% 3383 7.3%

合計 37 100% 717 100.0% 46058 100.0%

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

それはどのような説明でしたか
（対象：問16で「b.説明があった」と回答した人のうち）

以下の文章を読んで、その内容が患者さんにどの程度当てはまるかを考え、お答
えください
（対象：問11で「a.診断される前に治療が開始されていた」、もしくは、「g.治
療なし」と回答した人は除外）

「がん治療」を決めるまでの間に、医療スタッフから治療に関する十分な情報を

がんの診断から治療開始までの状況を総合的に振り返って、納得いく治療を選択
することができた

最初のがん治療が開始される前に、医師からその治療による不妊の影響について
説明を受けましたか。なお、この質問は説明を必要としていなかった方も含め、
全員お答えください（a-cのうち１つをお選びください）
（対象：問11で「g.治療なし」と回答した人は除外）

説明を必要としていましたか
（対象：問16で「a.説明はされていない」と回答した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

取扱注意



問17

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 行った 4 1.5% 57 1.0% 4025 0.8%
2 行わなかった 173 65.3% 3721 65.7% 305193 63.8%
3 わからない 28 10.6% 592 10.5% 51645 10.8%

無回答 60 22.6% 1290 22.8% 117482 24.6%
合計 265 100% 5660 100.0% 478345 100.0%

問18

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 ない 255 94.4% 5415 94.1% 457743 93.4%
2 ある 9 3.3% 197 3.4% 23763 4.8%

無回答 6 2.2% 143 2.5% 8672 1.8%
合計 270 100% 5755 100.0% 490178 100.0%

問18-b

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1
保険診療範囲外の治療（先進医療を
含む）

2 22.2% 61 30.8% 6194 26.1%

2 保険診療範囲内での治療 6 66.7% 129 65.3% 13838 58.2%
3 わからない 0 0.0% 0 0.0% 3380 14.2%

無回答 1 11.1% 8 4.0% 350 1.5%
合計 9 100% 197 100.0% 23763 100.0%

問19

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1
日常生活における食費、医療費を
削った

20 7.4% 340 5.9% 37065 7.6%

2
受診の間隔を延ばしたり、受診を一
時的に見送った

3 1.1% 34 0.6% 4854 1.0%

3
主治医に処方薬や治療法を安価なも
のに変更してもらった

6 2.2% 128 2.2% 11477 2.3%

4
治療頻度や治療内容（薬など）を主
治医に相談せず自分で減らした

2 0.7% 8 0.1% 1536 0.3%

5
長期に貯蓄していた貯金を切り崩し
た

49 18.1% 964 16.7% 92196 18.8%

6
収入を増やすため、家族が仕事を増
やした、あるいは働くようになった

4 1.5% 60 1.0% 8547 1.7%

7
親戚や他人から金銭的援助を受けた
（借金を含む）

9 3.3% 166 2.9% 16519 3.4%

8
車、家、土地などを手放した、ある
いは引っ越した

1 0.4% 27 0.5% 3638 0.7%

9
家族の進学先を変更した（進学をや
めた/転校した）

1 0.4% 5 0.1% 399 0.1%

10 その他 0 0.0% 0 0.0% 2399 0.5%
11 上記のようなことはなかった 192 71.1% 4188 72.8% 338001 69.0%
12 わからない 3 1.1% 62 1.1% 5137 1.0%

無回答 11 4.1% 244 4.2% 22934 4.7%
*複数回答設問

粗解析値 補正値

病院で医療を受けるために必要な⾦銭的負担が原因で、次に挙げたようなことが

ありましたか（当てはまるものすべてに○）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

不妊の影響に対し、実際に予防・温存（精子や卵子の保存や、治療方法や薬の変
更を含む）のための処置を行いましたか(○は１つ)
（対象：問11で「g.治療なし」と回答した人は除外）

治療費⽤の負担が原因で、がんの治療を変更・断念したことがありますか（○は

治療費用負担の問題がなければ受けたであろう治療は以下のどれでしたか（○は
１つ）
（対象：問18で「ある」と回答した人のうち）

取扱注意



問20

問20-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 8 3.0% 164 2.9% 13328 2.8%
2 どちらともいえない 9 3.4% 152 2.7% 27925 5.8%
3 ややそう思う 34 12.8% 731 12.9% 65478 13.7%
4 ある程度そう思う 102 38.5% 2134 37.7% 186640 39.0%
5 とてもそう思う 78 29.4% 1751 30.9% 134645 28.1%

無回答 34 12.8% 728 12.9% 50328 10.5%
合計 265 100% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 12 4.5% 279 4.9% 26923 5.6%
2 どちらともいえない 21 7.9% 433 7.6% 44500 9.3%
3 ややそう思う 50 18.9% 1027 18.1% 87860 18.4%
4 ある程度そう思う 105 39.6% 2250 39.7% 175649 36.7%
5 とてもそう思う 39 14.7% 854 15.1% 83826 17.5%

無回答 38 14.3% 818 14.4% 59587 12.5%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 7 2.6% 144 2.5% 17165 3.6%
2 どちらともいえない 18 6.8% 296 5.2% 36078 7.5%
3 ややそう思う 37 14.0% 764 13.5% 84908 17.8%
4 ある程度そう思う 103 38.9% 2295 40.5% 165700 34.6%
5 とてもそう思う 64 24.2% 1392 24.6% 121691 25.4%

無回答 36 13.6% 769 13.6% 52803 11.0%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-4

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 5 1.9% 75 1.3% 12862 2.7%
2 どちらともいえない 12 4.5% 212 3.7% 29719 6.2%
3 ややそう思う 41 15.5% 901 15.9% 76675 16.0%
4 ある程度そう思う 97 36.6% 2107 37.2% 160606 33.6%
5 とてもそう思う 74 27.9% 1596 28.2% 144507 30.2%

無回答 36 13.6% 769 13.6% 53976 11.3%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-5

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 5 1.9% 102 1.8% 8904 1.9%
2 どちらともいえない 12 4.5% 205 3.6% 27384 5.7%
3 ややそう思う 39 14.7% 774 13.7% 74557 15.6%
4 ある程度そう思う 96 36.2% 2090 36.9% 168457 35.2%
5 とてもそう思う 75 28.3% 1676 29.6% 145345 30.4%

無回答 38 14.3% 812 14.3% 53699 11.2%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

医療スタッフは、あなた（患者さん）の⾔葉に⽿を傾け、理解しようとしてくれ
ていた

治療におけるあなた（患者さん）の希望は尊重された

以下の文章を読んで、その内容が患者さんにどの程度当てはまるかを考え、お答
えください（○は１つ）。なお、治療を受けられなかった方（問11でgと回答され
た方）は、この問は飛ばして次へお進みください。
（対象：問11で「g.治療なし」と回答した人は除外した）

治療スケジュールの見通しに関する情報を十分得ることができた

治療による副作⽤の予測などに関して⾒通しを持てた

がん治療を進める上で、医療スタッフと⼗分な対話ができた

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

取扱注意



問20-6

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 6 2.3% 123 2.2% 10704 2.2%
2 どちらともいえない 9 3.4% 169 3.0% 26611 5.6%
3 ややそう思う 32 12.1% 663 11.7% 67811 14.2%
4 ある程度そう思う 92 34.7% 1988 35.1% 159693 33.4%
5 とてもそう思う 88 33.2% 1893 33.4% 155322 32.5%

無回答 38 14.3% 823 14.5% 58204 12.2%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-7

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 6 2.3% 100 1.8% 15278 3.2%
2 どちらともいえない 16 6.0% 315 5.6% 35234 7.4%
3 ややそう思う 42 15.8% 859 15.2% 79738 16.7%
4 ある程度そう思う 104 39.2% 2177 38.5% 168086 35.1%
5 とてもそう思う 60 22.6% 1414 25.0% 122155 25.5%

無回答 37 14.0% 795 14.0% 57855 12.1%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-8

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 6 2.3% 93 1.6% 8595 1.8%
2 どちらともいえない 10 3.8% 141 2.5% 22915 4.8%
3 ややそう思う 34 12.8% 735 13.0% 59024 12.3%
4 ある程度そう思う 90 34.0% 1955 34.5% 159652 33.4%
5 とてもそう思う 90 34.0% 1996 35.3% 175045 36.6%

無回答 35 13.2% 741 13.1% 53115 11.1%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-9

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 22 8.3% 484 8.6% 56732 11.9%
2 どちらともいえない 34 12.8% 717 12.7% 74220 15.5%
3 ややそう思う 39 14.7% 848 15.0% 81653 17.1%
4 ある程度そう思う 88 33.2% 1834 32.4% 116542 24.4%
5 とてもそう思う 42 15.8% 934 16.5% 86556 18.1%

無回答 40 15.1% 843 14.9% 62641 13.1%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-10

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 6 2.3% 124 2.2% 12436 2.6%
2 どちらともいえない 12 4.5% 228 4.0% 24798 5.2%
3 ややそう思う 27 10.2% 558 9.9% 61161 12.8%
4 ある程度そう思う 92 34.7% 1959 34.6% 147850 30.9%
5 とてもそう思う 100 37.7% 2191 38.7% 186407 39.0%

無回答 28 10.6% 599 10.6% 45694 9.6%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 なし 53 20.0% 1124 19.9% 124172 26.0%
2 あり 196 74.0% 4205 74.3% 327378 68.4%

無回答 16 6.0% 330 5.8% 26795 5.6%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

あなた（患者さん）のがんに関して専⾨的な医療を受けられた

主治医以外にも相談しやすい医療スタッフがいた

これまで受けた治療に納得している

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

つらい症状にはすみやかに対応してくれた

あなた（患者さん）のことに関して治療に関係する医療スタッフ間で⼗分に情報が共有さ
れていた

がんの治療中に、入院したことがありますか？（○は１つ）

取扱注意



問20-11

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 3 1.5% 64 1.5% 10505 3.2%
2 どちらともいえない 11 5.6% 219 5.2% 21613 6.6%
3 ややそう思う 29 14.8% 546 13.0% 60476 18.5%
4 ある程度そう思う 78 39.8% 1676 39.9% 121252 37.0%
5 とてもそう思う 72 36.7% 1622 38.6% 106800 32.6%

無回答 3 1.5% 78 1.8% 6731 2.1%
合計 196 100.0% 4205 100.0% 327378 100.0%

問20

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 なし 213 80.4% 4559 80.6% 375307 78.5%
2 あり 32 12.1% 668 11.8% 75117 15.7%

無回答 20 7.5% 433 7.6% 27921 5.8%
合計 265 100.0% 5660 100.0% 478345 100.0%

問20-12

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 2638 3.5%
2 どちらともいえない 1 3.1% 20 3.0% 2116 2.8%
3 ややそう思う 4 12.5% 92 13.7% 7843 10.4%
4 ある程度そう思う 9 28.1% 181 27.1% 19804 26.4%
5 とてもそう思う 18 56.3% 375 56.1% 39668 52.8%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 3048 4.1%
合計 32 100.0% 668 100.0% 75117 100.0%

問20-13

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 3638 4.8%
2 どちらともいえない 2 6.3% 41 6.2% 4113 5.5%
3 ややそう思う 2 6.3% 48 7.3% 6405 8.5%
4 ある程度そう思う 7 21.9% 143 21.5% 19316 25.7%
5 とてもそう思う 19 59.4% 391 58.6% 34503 45.9%

無回答 2 6.3% 43 6.5% 7142 9.5%
合計 32 100.0% 668 100.0% 75117 100.0%

問21

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 聞かれた 187 69.3% 3964 68.9% 305040 62.2%
2 聞かれなかった 45 16.7% 948 16.5% 111821 22.8%
3 わからない 31 11.5% 685 11.9% 50131 10.2%

無回答 7 2.6% 159 2.8% 23185 4.7%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

がんの治療・あるいは治療後で受診した時には毎回、痛みの有無について聞かれました
か (○は１つ)

最初の治療を受けて退院するまでに、生活上の留意点について（食事や注意すべ
き症状など）
医療スタッフから十分な情報を得ることができた（がん治療が始まってから今ま
での間に入院したことがある人のみ回答）
（対象：上記問で入院したことが「ある」と回答した人のうち）

紹介先の医療機関を⽀障なく受診できた（がん治療が始まってから今までの間に
転院したことがある人のみ回答）
（対象：上記問で転院したことが「ある」と回答した人のうち）

希望通りの医療機関に転院することができた（がん治療が始まってから今までの
間に転院したことがある人のみ回答）
（対象：上記問で転院したことが「ある」と回答した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

がん治療が始まってから今までの間に転院した(医療機関を移った)ことがありま
すか(○は１つ)

取扱注意



問22

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 相談を必要としなかった 143 53.0% 3054 53.1% 266182 54.3%
2 相談が必要かわからなかった 13 4.8% 263 4.6% 30212 6.2%
3 相談が必要だったが、できなかった 10 3.7% 192 3.3% 13390 2.7%
4 相談できた 80 29.6% 1689 29.3% 132274 27.0%
5 わからない 16 5.9% 365 6.3% 25743 5.3%

無回答 8 3.0% 193 3.3% 22376 4.6%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問23

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 0 4 1.5% 82 1.4% 3651 0.7%
2 1 0 0.0% 0 0.0% 4274 0.9%
3 2 2 0.7% 42 0.7% 6454 1.3%
4 3 3 1.1% 62 1.1% 9249 1.9%
5 4 3 1.1% 22 0.4% 8411 1.7%
6 5 11 4.1% 245 4.3% 33909 6.9%
7 6 14 5.2% 287 5.0% 19992 4.1%
8 7 28 10.4% 648 11.3% 50572 10.3%
9 8 71 26.3% 1369 23.8% 122045 24.9%
10 9 52 19.3% 1175 20.4% 81897 16.7%
11 10 73 27.0% 1623 28.2% 126671 25.8%

無回答 9 3.3% 201 3.5% 23054 4.7%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問24

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 はい 119 44.1% 2500 43.4% 213503 43.6%
2 いいえ 145 53.7% 3132 54.4% 269344 54.9%

無回答 6 2.2% 123 2.1% 7331 1.5%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問24a

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 正社員 43 36.1% 786 31.4% 72195 33.8%
2 個人事業主 30 25.2% 683 27.3% 41835 19.6%
3 契約職員・委託職員 9 7.6% 225 9.0% 23618 11.1%
4 パート・アルバイト 26 21.8% 525 21.0% 56935 26.7%
5 派遣職員 1 0.8% 34 1.4% 4616 2.2%
6 その他 9 7.6% 221 8.9% 12060 5.6%

無回答 1 0.8% 27 1.1% 2243 1.1%
合計 119 100.0% 2500 100.0% 213503 100.0%

粗解析値 補正値

お仕事における就業形態についてお答えください（○は１つ）
（対象：問24で「はい」と回答した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

がん治療による外⾒の変化(脱⽑や⽪膚障害などを含む）に関する悩みを誰かに相談で
きましたか (○は１つ)

今回のがんの診断・治療全般について総合的に0-10 で評価すると何点ですか？
０点が考えられる最低の医療、10 点が考えられる最⾼の医療とします (数字１つ
に○)

患者さんは、がんと診断された時、収⼊のある仕事をしていましたか (a もしくはb をお選
び下さい)

取扱注意



問25

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 話した 93 78.2% 1934 77.4% 164919 77.2%
2 話さなかった 21 17.6% 444 17.8% 38723 18.1%
3 わからない 1 0.8% 20 0.8% 2882 1.4%

無回答 4 3.4% 102 4.1% 6978 3.3%
合計 119 100.0% 2500 100.0% 213503 100.0%

問25a

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 所属長・上司 71 76.3% 1408 72.8% 132632 80.4%
2 同僚 46 49.5% 888 45.9% 88027 53.4%
3 部下 10 10.8% 123 6.4% 29896 18.1%
4 人事労務担当 7 7.5% 109 5.7% 19578 11.9%
5 会社の医療スタッフ 2 2.2% 61 3.1% 5074 3.1%
6 労働組合 4 4.3% 88 4.6% 2610 1.6%
7 勤務先相談窓口 2 2.2% 56 2.9% 1905 1.2%
8 その他 7 7.5% 192 9.9% 8370 5.1%

無回答 1 1.1% 34 1.8% 1352 0.8%
*複数回答設問

問26

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 8 6.7% 213 8.5% 15231 7.1%
2 どちらともいえない 9 7.6% 166 6.6% 14393 6.7%
3 ややそう思う 8 6.7% 196 7.8% 16745 7.8%
4 ある程度そう思う 31 26.1% 596 23.8% 46505 21.8%
5 とてもそう思う 41 34.5% 822 32.9% 78932 37.0%
6 わからない 11 9.2% 254 10.2% 21174 9.9%

無回答 11 9.2% 253 10.1% 20524 9.6%
合計 119 100.0% 2500 100.0% 213503 100.0%

問27

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 両立の相談窓口 4 3.4% 116 4.6% 2996 1.4%

2
時間単位、半日単位の休暇制度(定期
的・不定期に取得する休暇)

24 20.2% 402 16.1% 36744 17.2%

3
時差出勤（長さは所定の動労時間で
出勤をずらす）

7 5.9% 123 4.9% 11335 5.3%

4
短時間勤務制度（所定労働時間を一
定期間、短縮する制度）

7 5.9% 154 6.2% 19223 9.0%

5 在宅勤務(テレワーク) 0 0.0% 0 0.0% 5201 2.4%

6
試し出勤(長期間休業していた者に対
し、復職時に一定期間、時間や日数
を短縮した勤務を行うこと）

10 8.4% 212 8.5% 16046 7.5%

7 その他 2 1.7% 25 1.0% 2316 1.1%
8 上記のものは何も利用していない 70 58.8% 1528 61.1% 127384 59.7%

無回答 7 5.9% 165 6.6% 14087 6.6%
*複数回答設問

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

治療と仕事を両⽴するために利⽤したものについて、お答えください（当てはまるものす
べてに○）

その時働いていた職場や仕事上の関係者にがんと診断されたことを話しましたか
（a-c のうち１つをお選びください）

がんと診断されたことを誰かに話しましたか（あてはまるものすべてに○）
（対象：問25で「話した」と回答した人のうち）

以下の文章を読んで、その内容が患者さんにどの程度当てはまるかを考え、お答
えください（○は１つ）
がんの治療中に、職場や仕事上の関係者から治療と仕事を両⽅続けられるような
勤務上の配慮があった

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

【問２５～２９は、がんと診断されたときに、収入のある仕事をしていた方に伺います
（対象：問24で「はい」と回答した人のうち）】

取扱注意



問28

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 あった 36 30.3% 753 30.1% 71320 33.4%
2 なかった 62 52.1% 1341 53.6% 109167 51.1%
3 わからない 15 12.6% 258 10.3% 20047 9.4%

無回答 6 5.0% 148 5.9% 12968 6.1%
合計 119 100.0% 2500 100.0% 213503 100.0%

問28-b

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 必要としていた 7 11.3% 162 12.1% 7725 7.1%
2 必要としていなかった 50 80.6% 1083 80.7% 94804 86.8%

無回答 5 8.1% 96 7.2% 6638 6.1%
合計 62 100.0% 1341 100.0% 109167 100.0%

問29

問29(1)

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1
休職・休業はしたが、退職・廃業は
しなかった

62 52.1% 1240 49.6% 108294 50.7%

2 退職・廃業した 19 16.0% 401 16.1% 39548 18.5%
3 上記のようなことはなかった 32 26.9% 704 28.2% 51992 24.4%
4 わからない 1 0.8% 27 1.1% 3763 1.8%

無回答 5 4.2% 128 5.1% 9905 4.6%
合計 119 100.0% 2500 100.0% 213503 100.0%

問29(2)

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 有給休暇 26 41.9% 449 36.2% 48467 44.8%

2
有給休暇以外の金銭的保障(賃金、疾
病手金、相互組合、共済会からの見
舞金等を伴う休み)

20 32.3% 415 33.4% 34405 31.8%

3 金銭補償を伴わない休み 21 33.9% 445 35.9% 38240 35.3%
4 その他 2 3.2% 11 0.9% 2692 2.5%

無回答 3 4.8% 71 5.7% 6631 6.1%
*複数回答設問

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 （少なくとも一度は)復帰した 52 83.9% 1010 81.5% 80889 74.7%
2 （一度も)復帰していない 4 6.5% 82 6.6% 6260 5.8%

無回答 6 9.7% 148 11.9% 21145 19.5%
合計 62 100.0% 1240 100.0% 108294 100.0%

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

休職・休業された方にお尋ねします。
休職・休業中に利用した制度や働き方についてお答えください。（当てはまるも
のすべてに〇）
（対象：問29(1)で「a 休職・休業はしたが 退職・廃業はしなかった 」と回答

その後、どのようにされましたか (○は１つ)
（対象：問29(1)で「a.休職・休業はしたが、退職・廃業はしなかった 」と回答
した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

治療を始める前に就労の継続について、病院の医療スタッフから話がありました
か (a-c のうち１つをお選びください)

説明を必要としていましたか(○は1つ）（対象：問28で「なかった」と回答した
人のうち）

がんで初めて治療・療養した以降の仕事状況についてお答えください。
がんと診断された時のお仕事について、がん治療のために以下のようなことがあ
りましたか (○は１つ)

取扱注意



29(3)

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 がんの疑いがあり診断が確定する前 1 5.3% 27 6.6% 2303 5.8%
2 がん診断直後 7 36.8% 152 37.8% 12604 31.9%
3 診断後、初回治療を待っている間 4 21.1% 66 16.4% 6113 15.5%
4 初回治療中 1 5.3% 20 5.0% 4295 10.9%

5
初回治療後から当初予定していた復
職までの間

3 15.8% 60 14.9% 6466 16.3%

6 一度復職したのち 0 0.0% 0 0.0% 3998 10.1%
7 その他 1 5.3% 22 5.4% 1161 2.9%

無回答 2 10.5% 56 13.8% 2609 6.6%
合計 19 100.0% 401 100.0% 39548 100.0%

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 再就職・復業した 2 10.5% 13 3.3% 6988 17.7%

2
再就職・復業の希望はあるが現時点
では無職

5 26.3% 108 26.9% 7980 20.2%

3 再就職・復業の希望はない 9 47.4% 200 49.7% 20428 51.7%
無回答 3 15.8% 81 20.1% 4152 10.5%

合計 19 100.0% 401 100.0% 39548 100.0%

問30

問30-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 7 2.6% 116 2.0% 6672 1.4%
2 どちらともいえない 9 3.3% 177 3.1% 34254 7.0%
3 ややそう思う 41 15.2% 806 14.0% 71741 14.6%
4 ある程度そう思う 107 39.6% 2232 38.8% 194368 39.7%
5 とてもそう思う 90 33.3% 2050 35.6% 153913 31.4%

無回答 16 5.9% 374 6.5% 29230 6.0%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問30-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 15 5.6% 307 5.3% 31817 6.5%
2 どちらともいえない 40 14.8% 759 13.2% 89590 18.3%
3 ややそう思う 59 21.9% 1293 22.5% 107524 21.9%
4 ある程度そう思う 92 34.1% 1897 33.0% 149020 30.4%
5 とてもそう思う 41 15.2% 974 16.9% 60041 12.2%

無回答 23 8.5% 527 9.1% 52187 10.6%

合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問31

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1 知っている 178 65.9% 3868 67.2% 316127 64.5%

2 知らない 89 33.0% 1819 31.6% 159980 32.6%
無回答 3 1.1% 69 1.2% 14071 2.9%

合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

粗解析値 補正値

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

【以下の問いは、記入者の方にお伺いします】

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

以下の文章を読んで、その内容があなた自身にどの程度当てはまるかを考え、お
答えください（○は１つ）

⼀般の⼈がうけられるがん医療は数年前と⽐べて進歩した

がん患者の家族の悩みや負担を相談できる⽀援・サービス・場所が⼗分ある

がん相談支援センターを知っていますか(a もしくはb をお選び下さい)

退職・廃業をされた⽅にお尋ねします。
退職のタイミングをお聞かせください（○は１つ）
（対象：問29(1)で「b. 退職・廃業した」と回答した人のうち）

その後、どのようにされましたか (○は１つ)
（対象：問29(1)で「b. 退職・廃業した」と回答した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

取扱注意



問31-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 利用したことはない 146 82.0% 3083 79.7% 268090 84.8%
2 利用したことがある 31 17.4% 750 19.4% 45003 14.2%

無回答 1 0.6% 34 0.9% 3034 1.0%
合計 178 100.0% 3868 100.0% 316127 100.0%

問31-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1
必要としていたときには知らなかっ
た

19 13.0% 363 11.8% 30681 11.4%

2 相談したいことはなかった 88 60.3% 1883 61.1% 163235 60.9%

3
何を相談する場なのかわからなかっ
た

11 7.5% 198 6.4% 29654 11.1%

4
プライバシーの観点から行きづら
かった

4 2.7% 57 1.8% 7580 2.8%

5
自分の相談を受け止めてもらえるか
自信がなかった

8 5.5% 168 5.4% 15634 5.8%

6 他の患者の目が気になった 4 2.7% 85 2.8% 3099 1.2%
7 その他 4 2.7% 87 2.8% 7044 2.6%

無回答 22 15.1% 485 15.7% 33678 12.6%
*複数回答設問

問31-3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 とても役に立った 13 41.9% 304 40.5% 14872 33.0%
2 ある程度役に立った 9 29.0% 221 29.5% 17943 39.9%
3 やや役に立った 7 22.6% 183 24.4% 6248 13.9%
4 どちらともいえない 2 6.5% 42 5.6% 4071 9.0%
5 役に立たなかった 0 0.0% 0 0.0% 1816 4.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 53 0.1%
合計 31 100.0% 750 100.0% 45003 100.0%

問32

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 知っている 79 29.3% 1787 31.0% 128915 26.3%
2 知らない 184 68.1% 3833 66.6% 342835 69.9%

無回答 7 2.6% 136 2.4% 18429 3.8%
合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問32-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 利用したことはない 72 91.1% 1611 90.2% 120596 93.5%
2 利用したことがある 7 8.9% 176 9.8% 8189 6.4%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 130 0.1%
合計 79 100.0% 1787 100.0% 128915 100.0%

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

利用しなかった理由をお聞かせください（対象：問31-1で「利用したことはない」と回答し
た人のうち）

がん相談支援センターを利用してどの程度役に立ったと思いますか
（対象：問31-1で「利用したことがある」と回答した人のうち）

ピアサポートを知っていますか(a もしくはb をお選び下さい)

これまでにピアサポートを利用したことはありますか
（対象：問32で「知っている」と回答した人のうち）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

これまでに利用したことはありますか（対象：問31で「知っている」と回答した
人のうち）

全国値（補正値）

取扱注意



問32-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％

1
必要としていたときには知らなかっ
た

7 9.7% 129 8.0% 17632 14.6%

2 相談したいことはなかった 38 52.8% 874 54.3% 65290 54.1%

3
何を相談する場なのかわからなかっ
た

7 9.7% 152 9.4% 11246 9.3%

4
プライバシーの観点から行きづら
かった

5 6.9% 73 4.6% 4249 3.5%

5
自分の相談を受け止めてもらえるか
自信がなかった

4 5.6% 85 5.3% 3945 3.3%

6 他の患者の目が気になった 1 1.4% 2 0.1% 1675 1.4%
7 その他 1 1.4% 27 1.7% 5189 4.3%

無回答 16 22.2% 387 24.0% 19912 16.5%
*複数回答設問

問32-3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 とても役に立った 3 42.9% 76 43.2% 2160 26.4%
2 ある程度役に立った 2 28.6% 56 31.6% 3705 45.2%
3 やや役に立った 1 14.3% 34 19.4% 1159 14.2%
4 どちらともいえない 1 14.3% 10 5.8% 710 8.7%
5 役に立たなかった 0 0.0% 0 0.0% 236 2.9%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 218 2.7%
合計 7 100.0% 176 100.0% 8189 100.0%

問33

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 よく知っている 22 8.1% 456 7.9% 39831 8.1%
2 ある程度知っている 82 30.4% 1830 31.8% 146762 29.9%

3
聞いたことはあるが、あまり知らな
い

131 48.5% 2767 48.1% 239318 48.8%

4 聞いたことがない 29 10.7% 584 10.1% 43817 8.9%
無回答 6 2.2% 119 2.1% 20449 4.2%

合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問34

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 よく知っている 6 2.2% 156 2.7% 13420 2.7%
2 ある程度知っている 33 12.2% 699 12.1% 66182 13.5%

3
聞いたことはあるが、あまり知らな
い

134 49.6% 2915 50.6% 236350 48.2%

4 聞いたことがない 88 32.6% 1800 31.3% 154868 31.6%
無回答 9 3.3% 185 3.2% 19358 3.9%

合計 270 100.0% 5755 100.0% 490178 100.0%

問35

問35-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 37 16.7% 883 18.7% 66181 17.2%
2 どちらともいえない 18 8.1% 408 8.7% 32264 8.4%
3 ややそう思う 46 20.8% 930 19.7% 89993 23.4%
4 ある程度そう思う 57 25.8% 1246 26.4% 85015 22.1%
5 とてもそう思う 44 19.9% 840 17.8% 83385 21.7%

無回答 19 8.6% 405 8.6% 27474 7.1%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

以下の文章を読んで、現在のあなた自身にどの程度当てはまるかを考え、お答えくださ
い（○は１つ）

がんになったことで、家族に負担（迷惑）をかけていると感じる

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

利用しなかった理由をお聞かせください
（対象：問32-1で「利用したことはない」と回答した人のうち）

ピアサポートを利用してどの程度役に立ったと思いますか
（対象：問32-1で「利用したことがある」と回答した人のうち）

臨床試験とは何かを知っていますか（a-dのうち１つをお選びください）

ゲノム情報を活用したがん医療について、知っていますか（a-dのうち１つをお選

【患者さん本人がご記入の場合は続けてください
（対象：問2で「本人」と回答した人のうち）】

取扱注意



問35-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 74 33.5% 1688 35.8% 146533 38.1%
2 どちらともいえない 28 12.7% 625 13.3% 57316 14.9%
3 ややそう思う 48 21.7% 1014 21.5% 70523 18.4%
4 ある程度そう思う 32 14.5% 568 12.1% 48770 12.7%
5 とてもそう思う 15 6.8% 305 6.5% 25768 6.7%

無回答 24 10.9% 512 10.9% 35402 9.2%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問35-3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 97 43.9% 2124 45.1% 168303 43.8%
2 どちらともいえない 34 15.4% 687 14.6% 69362 18.0%
3 ややそう思う 46 20.8% 975 20.7% 68087 17.7%
4 ある程度そう思う 13 5.9% 287 6.1% 31309 8.1%
5 とてもそう思う 6 2.7% 100 2.1% 11574 3.0%

無回答 25 11.3% 539 11.4% 35675 9.3%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問35-4

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 121 54.8% 2570 54.5% 231448 60.2%
2 どちらともいえない 46 20.8% 951 20.2% 67770 17.6%
3 ややそう思う 18 8.1% 388 8.2% 30571 8.0%
4 ある程度そう思う 8 3.6% 224 4.8% 12452 3.2%
5 とてもそう思う 4 1.8% 60 1.3% 5978 1.6%

無回答 24 10.9% 519 11.0% 36092 9.4%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問35-5

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 15 6.8% 321 6.8% 38336 10.0%
2 どちらともいえない 38 17.2% 791 16.8% 71483 18.6%
3 ややそう思う 55 24.9% 1156 24.5% 73458 19.1%
4 ある程度そう思う 57 25.8% 1252 26.6% 111538 29.0%
5 とてもそう思う 31 14.0% 646 13.7% 48107 12.5%

無回答 25 11.3% 545 11.6% 41389 10.8%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問35-6

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 21 9.5% 492 10.4% 60349 15.7%
2 どちらともいえない 62 28.1% 1195 25.4% 96592 25.1%
3 ややそう思う 44 19.9% 913 19.4% 72881 19.0%
4 ある程度そう思う 47 21.3% 1077 22.9% 80034 20.8%
5 とてもそう思う 22 10.0% 488 10.4% 32283 8.4%

無回答 25 11.3% 545 11.6% 42171 11.0%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問35-7

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 12 5.4% 278 5.9% 21586 5.6%
2 どちらともいえない 13 5.9% 195 4.1% 29352 7.6%
3 ややそう思う 34 15.4% 737 15.6% 56084 14.6%
4 ある程度そう思う 80 36.2% 1640 34.8% 132601 34.5%
5 とてもそう思う 66 29.9% 1496 31.8% 123528 32.1%

無回答 16 7.2% 365 7.7% 21159 5.5%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

がんになったことで、家族以外の周囲の人に負担（迷惑）をかけていると感じる

がんと診断されてから周囲に不必要に気を遣われていると感じる

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

身体的なつらさがある時に、すぐに医療スタッフに相談できる

心のつらさがある時に、すぐに医療スタッフに相談できる

現在自分らしい⽇常⽣活を送れていると感じる

（家族以外の）周囲の人からがんに対する偏見を感じる

取扱注意



問36

問36-1

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 17 7.7% 376 8.0% 25924 6.7%
2 あまりそう思わない 19 8.6% 439 9.3% 41721 10.9%
3 どちらとも言えない 73 33.0% 1535 32.6% 126151 32.8%
4 ややそう思う 55 24.9% 1094 23.2% 94582 24.6%
5 そう思う 34 15.4% 776 16.5% 51162 13.3%

無回答 23 10.4% 492 10.4% 44770 11.6%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問36-2

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 78 35.3% 1631 34.6% 120001 31.2%
2 あまりそう思わない 30 13.6% 640 13.6% 66831 17.4%
3 どちらとも言えない 21 9.5% 450 9.5% 33269 8.7%
4 ややそう思う 38 17.2% 818 17.4% 75321 19.6%
5 そう思う 24 10.9% 487 10.3% 41629 10.8%

無回答 30 13.6% 685 14.5% 47260 12.3%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問36-3

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 101 45.7% 2115 44.9% 171404 44.6%
2 あまりそう思わない 39 17.6% 848 18.0% 68033 17.7%
3 どちらとも言えない 23 10.4% 530 11.3% 31545 8.2%
4 ややそう思う 19 8.6% 371 7.9% 41406 10.8%
5 そう思う 9 4.1% 174 3.7% 22323 5.8%

無回答 30 13.6% 673 14.3% 49600 12.9%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問36-4

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 72 32.6% 1558 33.1% 132898 34.6%
2 あまりそう思わない 37 16.7% 862 18.3% 76755 20.0%
3 どちらとも言えない 33 14.9% 711 15.1% 47030 12.2%
4 ややそう思う 34 15.4% 625 13.3% 54272 14.1%
5 そう思う 15 6.8% 283 6.0% 26823 7.0%

無回答 30 13.6% 673 14.3% 46533 12.1%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

問36-5

回答数 ％ 代表数 ％ 代表数 ％
1 そう思わない 83 37.6% 1818 38.6% 156962 40.8%
2 あまりそう思わない 50 22.6% 1099 23.3% 76590 19.9%
3 どちらとも言えない 24 10.9% 463 9.8% 40770 10.6%
4 ややそう思う 24 10.9% 464 9.8% 44331 11.5%
5 そう思う 8 3.6% 165 3.5% 18797 4.9%

無回答 32 14.5% 703 14.9% 46860 12.2%
合計 221 100.0% 4712 100.0% 384311 100.0%

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

全国値（補正値）

⾝体の苦痛や気持ちのつらさを和らげる支援は十分である

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

粗解析値 補正値

がんやがん治療に伴う身体の苦痛がある（身体の苦痛とは、痛みに限らず、吐き
気、息苦しさ、だるさ、しびれ、かゆみなどの、体のつらさを含みます）

がんやがん治療に伴う痛みがある

がんやがん治療に伴い、気持ちがつらい

がんやがん治療にともなう身体の苦痛や気持ちのつらさにより、日常生活を送る
上で困っていることがある

以下の文章を読んで、現在のあなた自身にどの程度当てはまるかを考え、お答え
ください（○は１つ）。なお、本問の５つの選択肢はほかの選択肢と異なるので
ご注意ください

取扱注意



病院名 回収数

住友別子病院 48

四国がんセンター 47

愛媛大学医学部附属病院 43

愛媛県立中央病院 37

松山赤十字病院 52

済生会今治病院 43

合計 270

取扱注意
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